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２
８
３
人
が

大
人
の

仲
間
入
り

祝　２００７年成人式

　

１
月
７
日
、
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

で
２
０
０
７
年
佐
用
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、

新
成
人
と
な
っ
た
２
８
３
人
（
男
１
５
１

人
、
女
１
３
２
人
）
の
う
ち
２
４
２
人
（
男

１
３
５
人
、
女
１
０
７
人
）
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
庵
逧
典
章
佐
用
町
長
、
石
堂

則
本
県
議
会
議
員
、
西
岡
正
町
議
会
議
長
、

勝
山
剛
町
教
育
長
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
に

続
い
て
、
女
性
で
会
場
に
一
番
乗
り
し
た
鳥

元
安
代
さ
ん
に
、
元
中
学
校
担
任
の
竹
内
弘

清
先
生
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
永
祐
希
さ
ん
と
鳥
元
安
代
さ
ん

が
新
成
人
を
代
表
し
て
「
自
分
の
行
動
や
言

葉
に
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、夢
に
向
か
っ
て
、

未
来
に
向
か
っ
て
前
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」と
新
成
人
の
誓
い
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
全
員
で
記
念
写
真
を
撮

り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、
新
成
人
の
進
行
で
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
友
人
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
、
記

念
写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
と
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

一
部
で
す
が
、
成
人
式
の
よ
う
す
と
新
成

人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

新成人の誓いをする大永祐希さん（右）と鳥
元安代さん

は
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
出
欠
確
認
ハ
ガ
キ
か
ら
無
作
為
抽
出
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

恩師と一緒にニッコリポーズ

成人式を楽しんでます
大人としての自覚を持ちます

夢に向かってがんばります

★
ま
だ
、
成
人
と
し
て
の
実
感
は
湧
か
な
い
け
れ
ど
、

社
会
人
と
し
て
や
、
人
間
と
し
て
、
責
任
感
を
持
ち
、

何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
自
分
の
夢
を
叶
え
て

い
き
た
い
で
す
（
熊
橋
裕
司
）
★
何
度
つ
ま
づ
い
て
も

何
度
転
ん
で
も
、
絶
対
に
夢
を
叶
え
た
い
で
す
（
長
谷

川
文
香
）
★
今
ま
で
親
に
迷
惑
か
け
た
分
、
親
孝
行
し

て
い
き
た
い
（
竹
田
将
士
）
★
自
分
に
自
信
の
も
て
る

大
人
に
な
る
（
碧
木
鋭
太
）
★
こ
の
20
年
で
出
会
っ
た

仲
間
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
出
会
う
多
く
の
人
達
と
共
に
自
分
を
さ
ら
に

成
長
さ
せ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
（
天
野
絵
里
）
★
『
夢

に
向
っ
て
突
っ
走
る
!!
』（
高
見
知
加
）
★
今
、
こ
の
瞬

間
を
精
一
杯
生
き
る
！
こ
れ
を
実
践
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
（
定
金
乾
一
郎
）
★
世
間
で
は
い
ろ
い
ろ
な
不

祥
事
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
は
不
正
や
嘘
が
な
い
誠
実

な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
（
垣
谷
和
希
）
★
優
し
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、20
年
分
の
想
い
を
込
め
て
「
あ
り
が
と
う
♪
」

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の
思
い
を
胸
に
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
太
く
長
く
生
き
て
い
き
ま
す
（
岡
本

良
輔
）
★
今
ま
で
の
20
年
間
全
て
が
大
切
で
思
い
出
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
自
身
で
人
生

の
道
を
切
り
開
い
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
船

曵
勇
希
）
★
大
人
ら
し
く
責
任
を
持
っ
た
行
動
が
と
れ
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る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
（
野
村
恭
平
）
★

20
歳
に
な
れ
た
こ
と
を
、
ま
わ
り
の
人
に
感
謝
し
ま
す

（
坂
根
里
香
）
★
チ
ャ
ッ
カ
リ
し
っ
か
り
働
い
て
、
お

ば
あ
チ
ャ
ン
、
お
じ
い
チ
ャ
ン
を
幸
せ
に
し
て
み
せ
ま

す
。
頑
張
れ
あ
た
し
!!
（
高
見
の
ぞ
み
）
★
夢
を
持
ち

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
（
清
水

公
美
子
）
★
20
才
に
な
っ
て
考
え
る
事
、
そ
れ
は
自
分

の
行
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
！
ひ
と
く
ち
で
言
え
ば
そ

う
な
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
の
言
葉
の
重
要
性
を
再
度
、
今

考
え
て
い
る
（
衣
笠
潤
）
★
私
を
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
家
族
、
友
人
、
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
出
会
っ

た
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
ま
す
（
植
田
珠
代
）
★
20
歳

に
な
っ
た
今
か
ら
が
本
当
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
な
の
で
、

夢
を
最
後
ま
で
諦
め
ず
現
実
の
物
に
す
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
（
鎌
内
政
徳
）
★
「
今
の
自
分
」
は
も
っ
と
素
晴

ら
し
い
「
未
来
の
自
分
」
へ
の
出
発
点
。
い
つ
ま
で
も

夢
を
持
ち
続
け
、
挑
戦
し
続
け
た
い
で
す
（
鎌
内
清
加
）

★
成
人
し
た
の
で
「
人
を
守
る
人
」
に
な
り
た
い
で
す
。

守
る
と
い
う
意
味
を
考
え
て
（
長
田
敬
太
）
★
今
ま
で

育
て
て
も
ら
っ
た
両
親
、
地
域
の
方
に
感
謝
し
、
新
成

人
と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
（
正

宗
知
子
）
★
夢
に
向
っ
て
頑
張
り
ま
す
!!
あ
と
…
親
孝

行
し
て
い
き
ま
す
（
笹
江
加
奈
）
★
自
分
ら
し
く
生
き

る
！
（
森
林
良
）
★
社
会
の
一
員
と
し
て
、
し
っ
か
り

責
務
を
果
た
せ
る
大
人
に
な
り
た
い
（
坂
本
啓
）
★
沢

山
の
人
々
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
自
分
を
磨
い
て
い

き
た
い
で
す
（
田
村
純
子
）
★
漆
野
に
生
ま
れ
て
良
か
っ

た
で
す
（
敏
森
昌
宏
）
★
立
派
な
大
人
に
な
れ
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
（
井
関
裕
章
）
★
健
康
第
一
で
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
（
本
種
辰
矢
）
★
最
近
の
若
い
者
は
マ
ナ
ー

が
な
っ
て
な
い
！
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
未
成
年
の

見
本
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
（
小
間
梓
）

２０歳になりました

大人の仲間入りです両親に感謝しています

何事にも一生懸命

きれいに撮れました

ビンゴゲームの進行お疲れさま

大切な仲間がいます
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確
定
申
告
の
必
要
な
か
た

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

　

の
あ
る
か
た

・
土
地
や
建
物
を
売
却
し
た
か
た

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
２
カ
所
以
上

　

か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
か
た

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
以
外
の

　

所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

　

え
る
か
た

・
平
成
18
年
中
の
給
与
収
入
金
額

　

が
２
千
万
円
を
超
え
る
か
た

事
業
所
得
「
収
支
内
訳
書
」
の
作
成

　

個
人
事
業
主
の
か
た
並
び
に
農

業
所
得
の
あ
る
か
た
は
、
事
業
に

係
る
収
入
や
経
費
の
内
訳
を
記
載

し
た
「
収
支
内
訳
書
」
を
申
告
書

に
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
帳
簿
な
ど
の
整
理
は
早
め

に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

　　

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
か

た
は
、
領
収
書
な
ど
を
病
院
ご
と

に
計
算
し
て
健
康
保
険
か
ら
の
補

て
ん
金
額
や
生
命
保
険
か
ら
の
給

付
金
額
を
確
認
し
て
、
医
療
費
の

明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合

　

障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
障
害

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
か
た
で
も
要
介
護
認
定
者
な

ど
日
常
生
活
自
立
度
（
寝
た
き
り

度
・
認
知
症
）
が
中
度
以
上
の
か

た
は
、
町
長
の
認
定
を
受
け
れ
ば

所
得
税
法
等
の
障
害
者
控
除
の
適

用
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

該
当
す
る
か
た
は
、
役
場
健
康

課
（
各
地
域
事
務
所
）
で
申
請
の

う
え
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
を
申
告
の
際
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

昨
年
と
変
わ
っ
た
主
な
点

①
定
率
減
税
額
の
引
下
げ
（
所
得

　

税
額
の
10
㌫
相
当
額
）

②
農
業
所
得
標
準
が
廃
止
さ
れ
、

　
「
収
支
計
算
書
」
に
よ
っ
て
計

　

算
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
「
収
支
計
算
書
」
を
ご
記
入

の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告

　
「
収
入
が
な
い
」
な
ど
で
、
確

定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
か
た

も
そ
の
旨
を
明
記
し
、
各
戸
に
配

布
（
２
月
上
旬
自
治
会
長
を
通
じ

て
配
布
）
の
町
県
民
税
の
申
告
書

を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
社
な
ど
で
年
末
調
整

を
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
会
社
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
を
町
に
提
出

さ
れ
て
お
り
、
提
出
さ
れ
た
内
容

以
外
の
収
入
ま
た
は
、
控
除
等
変

更
の
無
い
か
た
に
つ
い
て
は
申
告

書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

相
生
税
務
署

　

☎
０
７
９
１
・
23
・
０
２
３
１

　

税
務
課

　

☎
82
・
０
６
６
２

　

所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
受
付
が
２
月
16
日
（
金
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
３
月
15
日
（
木
）
ま
で
で
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
町
で
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
の
と
お
り
申
告
相
談
受
付
を
開
催
し
ま
す
。
所
得
税
申
告
書
・
各
戸
に
配
布
の

町
県
民
税
申
告
書
・
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
資
料
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
で
き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に
相
談
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
分
所
得
の
申
告
は    

　
　
　
　
　
　
　

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日    

ま
で

所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
は
正
し
く
、
期
限
内
に
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南光地域（午前９：００～午後３：３０）
受付日 曜日 受付地区 受付会場

２月１６日 金 土井・宝蔵寺
中安ふれあいセンター１９日 月 小山・米田

２０日 火 安川
２１日 水 税務署・税理士納税相談日（注） さよう文化情報センター
２２日 木 中島

中安ふれあいセンター
２３日 金 多賀
２６日 月 下徳久上

南光文化センター

２７日 火 下徳久下
２８日 水 林崎

３月１日 木 東徳久
２日 金 西徳久
４日 日 南光地域全体
５日 月 平松
６日 火 税務署・税理士納税相談日（注） さよう文化情報センター
７日 水 漆野

三河ふれあいセンター
８日 木 西下野・下三河
９日 金 中三河・河崎

１２日 月 上三河
１３日 火 船越
１４日 水

南光地域全体 南光文化センター
１５日 木

佐用地域　　

受付日 曜日 受付時間及び相談地区名 受付会場午前９時～正午 午後１時～ 3 時３０分
２月１６日 金 海内 桑野 若杉館

１９日 月 青木・若州 水根・奥海
ゆう・あい・いしい

２０日 火 上石井・中ノ原 中土居・大船
２１日 水 税務署・税理士納税相談日（注） さよう文化情報センター
２２日 木 延吉・峠　 庵・北新町

平福中町公民館
２３日 金 平福上町・下町 平福中町・南新町
２６日 月 口長谷 横坂

ふれあい長谷
２７日 火 口金近・奥金近 宗行・奥長谷
２８日 水 豊福 仁方

江川地区文化センター３月１日 木 平谷・甲大木谷 西河内・乙大木谷 
２日 金 福沢・東中山 淀・末包・大畠
４日 日 佐用地域全体 さよう文化情報センター

５日 月 駅 前・ 秀 谷・ 大 坪・
山田

新 町・ 山 平・ 山 王・
中町 佐用町保健センター

６日 火 税務署・税理士納税相談日（注） さよう文化情報センター
７日 水 真盛 山脇・柴谷

佐用町保健センター

８日 木 上長尾 西山・下長尾
９日 金 本位田甲 吉福・本位田乙

１２日 月 上町・川原町・大願寺 栄町・円応寺・五反田
１３日 火

佐用地域全体１４日 水
１５日 木

三日月地域（午前９：００～午後３：３０）
受付日 曜日 受付地区 受付会場

２月１６日 金 三原・三ツ尾・東大畑・西大畑・
大下り ほっとちゃん

１９日 月 湯小・中村 ふれあいの里三日月
２０日 火 真宗・志文 けんこうの里三日月
２１日 水 税務署・税理士納税相談日（注） さよう文化情報センター
２２日 木 仁増・鎌倉

ふれあいの里三日月
２３日 金 大内谷・添谷
２６日 月 三日月上

三日月支所

２７日 火 三日月下
２８日 水 茶屋上・茶屋下

３月１日 木 春哉・徳平
２日 金 乃井野 ( 上 )
４日 日 三日月地域全体
５日 月 乃井野 ( 下 )・西 市
６日 火 税務署・税理士納税相談日（注） さよう文化情報センター
７日 水 田此

三日月支所

８日 木 新宿
９日 金 島脇

１２日 月 久保
１３日 火 広山・弦谷
１４日 水

三日月地域全体
１５日 木

上月地域（午前９：００～午後３：３０）

受付日 曜日 受付地区 受付会場

２月１６日 金 福吉・本郷
上月保健福祉センター１９日 月 大垣内・皆田・南中山・来見

２０日 火 田和・才金・金子・桜山
２１日 水 税務署・税理士納税相談日（注） さよう文化情報センター
２２日 木 金屋・力万

上月文化会館

２３日 金 宇根・西大畠
２６日 月 上上月・目高・寄延
２７日 火 中上月
２８日 水 小日山・大日山・下上月・仁位

３月１日 木 須安・早瀬１・早瀬２
２日 金 椎茸・酪農・野菜
４日 日 上月地域全体
５日 月 家内・円光寺・下秋里 久崎地区センター
６日 火 税務署・税理士納税相談日（注） さよう文化情報センター
７日 水 久崎 ( 上 )・上秋里

久崎地区センター
８日 木 久崎 ( 下 )
９日 金 櫛田 ( 原・滝谷 )・西新宿

１２日 月 櫛田（奥村・須山・石井・平谷）
１３日 火 小赤松・大酒
１４日 水

上月地域全体 上月文化会館
１５日 木

　　椎茸・酪農組合・野菜農家の申告相談日　３／２（金）上月文化
　　　会館にて

申  告  相  談  日  程  表

※　正午から午後１時までの申告はご遠慮ください
（注）２月２１日・３月６日は、税務署所得担当職員及び税理士による相談日 ( 午前１０時～午後３時）
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事
務
事
業
の
見
直
し
、
財
源
の
確
保

　

町
が
行
う
事
務
事
業
に
つ
い

て
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

公
共
施
設
の
民
営
化
や
指
定
管
理

者
制
度
へ
の
移
行
を
検
討
し
、
施

設
の
有
効
利
用
や
整
理
統
合
に
つ

い
て
も
推
進
し
ま
す
。
合
併
時
に

未
調
整
で
あ
る
施
設
の
使
用
料
や

事
業
関
係
の
受
益
者
負
担
に
つ
い

て
も
見
直
し
ま
す
。

―
  

主
な
内
容  ―

①
指
定
管
理
者
制
度
の
推
進
、
民

　

間
活
力
の
導
入
推
進

②
各
種
事
業
に
伴
う
受
益
者
負
担

　

の
適
正
化 

③
滞
納
徴
収
体
制
の
強
化
に
よ
る

　

町
税
な
ど
の
収
納
率
の
向
上

④
長
期
継
続
契
約
の
推
進 

 

⑤
施
設
、
遊
休
地
の
有
効
活
用
や

　

転
用
、
売
却
の
推
進

⑥
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
、

　

財
政
状
況
の
公
表 

⑦
公
共
工
事
に
お
け
る
コ
ス
ト
削

　

減
の
推
進 

⑧
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実
施
内
容
の

佐
用
町
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
公
表
し
ま
す

佐
用
町
行
財
政
改
革
実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
概
要

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
平
成
17
年
３

月
に
総
務
省
が
示
し
た
「
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め

の
新
た
な
指
針
」
に
基
づ
い
て
作
成
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
は
「
佐
用
町

行
政
改
革
大
綱
」
を
受
け
、
平
成
18
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
４
年
間
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
動
計
画
と
し

て
定
め
て
い
ま
す
。

　

佐
用
町
は
、
平
成
17
年
10
月
の
合
併

に
よ
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

経
緯
か
ら
平
成
17
年
度
は
計
画
を
立
て

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
国
の
示
し
た

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
主
な
項
目
に
基
づ

き
佐
用
町
の
具
体
的
な
改
革
項
目
を
示

し
、
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

に
危
機
意
識
と
改
革
意
欲
を
職
員
が
共

有
し
て
行
財
政
改
革
を
し
っ
か
り
進
め

て
い
く
こ
と
を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
広

く
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て

の
歩
み
を
確
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

■ 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定
の
目
的

   ■行財政運営の健全化

   ■町民と行政の関係の健全化

   ■社会と行政の関係の健全化

   ■その他

●事務事業の見直し、財源確保
●組織・機構の見直し
●定員・給与関係の見直し
●人材育成の推進
●経費の節減合理化等財政の健全化
●外郭団体の見直し

●情報化の推進
●協働のまちづくりの推進

●環境配慮・省エネルギー対策の推進

●町議会、選挙管理委員会の改革
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2007/ ２月号

　

見
直
し 

 

⑨
新
た
な
財
源
確
保
の
検
討

組
織
・
機
構
の
見
直
し

　

行
政
組
織
を
見
直
し
、
課
の
統

廃
合
や
新
設
を
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
本
庁
、
支
所
、
出
先
機
関
の

事
業
内
容
を
検
討
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
経
費
削
減
を
図
り

ま
す
。

　

少
子
化
に
伴
う
保
育
園
や
小
中

学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
保
育
、
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
第
一
に
、
今
後

十
分
検
討
し
ま
す
。

―
  

主
な
内
容  ―

①
本
庁
、
支
所
、
出
先
機
関
の
業

　

務
内
容
、
組
織
の
見
直
し

②
事
業
評
価
組
織
の
強
化 

 

③
保
育
園
の
統
合
に
よ
る
少
子
化

　

対
策
と
保
育
内
容
の
充
実

④
学
童
保
育
の
充
実 

 

⑤
学
校
給
食
施
設
の
見
直
し

定
員
及
び
給
与
関
係
の
見
直
し

　

歳
出
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る

人
件
費
を
削
減
す
る
た
め
に
、
職

員
数
を
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ

き
第
一
段
階
と
し
て
平
成
21
年
度

末
ま
で
に
34
人
削
減
し
３
８
７
名

と
し
ま
す
。
ま
た
、
給
与
に
つ
い

て
も
、
各
種
手
当
て
の
支
給
基
準

を
検
討
し
、
総
人
件
費
の
抑
制
を

図
り
ま
す
。

―
  

主
な
内
容  ―

①
職
員
数
の
純
減
と
総
人
件
費
の

　

抑
制  

②
職
員
手
当
の
見
直
し 

③
時
差
出
勤
制
度
な
ど
の
導
入
検

　

討
に
よ
る
時
間
外
勤
務
の
抑
制

④
臨
時
職
員
数
の
削
減

人
材
育
成
の
推
進

　

効
率
的
な
行
政
運
営
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
専
門
研
修
、
接
遇
研
修
な
ど

を
実
施
し
職
員
の
能
力
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
る
た
め
の
人
材
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

―
  

主
な
内
容  ―

　

①
人
材
育
成
方
針
、
研
修
計
画
の

　

作
成

②
各
種
研
修
へ
の
参
加
、
派
遣
の

　

推
進

③
職
員
提
案
制
度
の
推
進 

④
若
年
職
員
の
計
画
的
異
動
の
推

　

進
⑤
人
事
考
課
制
度
の
導
入 

経
費
の
節
減
合
理
化
等
財
政
の
健
全
化

　

公
共
施
設
、
小
中
学
校
、
庁
舎

な
ど
の
維
持
管
理
経
費
を
節
減

し
、
事
務
経
費
、
各
種
補
助
金
・

負
担
金
な
ど
を
見
直
し
、
経
常
経

費
の
削
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

将
来
の
た
め
の
投
資
的
経
費
に
つ

い
て
も
有
利
な
起
債
を
活
用
し
て

将
来
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

―
  

主
な
内
容  ―

①
補
助
金
・
助
成
金
の
見
直
し 

②
公
用
車
台
数
の
適
正
管
理
・
軽

　

自
動
車
化
の
推
進

③
旅
費
の
見
直
し  

④
投
資
的
経
費
の
抑
制 

 

⑤
経
常
経
費
の
削
減

外
郭
団
体
の
見
直
し

　

福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
文
化
団
体
、
農
林
業
関
係
団

体
な
ど
の
各
団
体
の
自
主
運
営
を

基
本
に
行
政
の
か
か
わ
り
を
見
直

し
ま
す
。
ま
た
行
政
自
身
が
関
係

す
る
協
議
会
等
の
整
理
統
合
を
検

討
し
ま
す
。

―
  

主
な
内
容  ―

①
各
種
団
体
の
自
主
運
営
の
推
進

②
各
種
協
議
会
の
整
理
・
統
合
及

　

び
負
担
金
の
見
直
し

情
報
化
の
推
進

　

情
報
通
信
基
盤
を
整
備
し
、
住

民
と
行
政
が
情
報
の
共
有
化
を
図

る
と
と
も
に
、
行
政
情
報
を
積
極

的
に
公
表
し
、
行
政
運
営
の
透
明

性
を
図
り
ま
す
。

―
  

主
な
内
容  ―

①
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
に
よ

　

る
情
報
提
供
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

の
向
上

②
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

に
よ
る
情
報
の
共
有
化 

③
行
財
政
運
営
な
ど
行
政
情
報
の

　

公
表
の
推
進 

 

④
公
正
な
行
政
運
営
の
推
進

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
住
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

―
  

主
な
内
容  ―

①
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
結
成

②
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定

③
地
域
ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援
の

　

充
実

環
境
配
慮
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

　

自
然
環
境
の
保
全
、
快
適
な
生

活
環
境
の
創
造
を
目
指
し
、
環
境

保
全
対
策
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

―
  

主
な
内
容  ―

①
町
及
び
役
場
内
に
お
け
る
環
境

　

配
慮
計
画
の
策
定 

②
町
及
び
役
場
内
で
の
排
出
物
の

　

抑
制
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

③
電
力
、
燃
料
な
ど
の
使
用
量
削

　

減 
 

④
環
境
低
負
荷
製
品
の
導
入
推
進

 
 

町
議
会
の
改
革
・
選
挙
事
務
な
ど
の
改
革

　

町
議
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
と

協
議
し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

―
  

主
な
内
容  ―

①
議
員
定
数
の
見
直
し

②
期
日
前
投
票
の
見
直
し

③
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
数
の
見

　

直
し

　　

佐
用
町
に
お
け
る
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
今

後
と
も
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

  

財
政
課　

 

☎
82
・
０
８
２
０

■目標数値・効果見込額　　　　　( 単位：千円 )

効果見込額計
（金額等）

効　果　見　込　額
１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

390,600 37,100 133,400 85,500 134,600

目標数値
（職員数）

職員数及び削減数
18.4.1 現在 19.4.1 現在 20.4.1 現在 21.4.1 現在

３７９人 ４１３人 ４０５人 ３９９人 ３８７人
△　３４人 △　８人 △　６人 △１２人 △　８人

職員数　　平成２２年４月１日　３７９人　　　３４人減
　　　　　平成２７年４月１日　３３７人　　　７６人減
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■
募
集
要
項
■

■
学
費　

　

１
教
室
１
人
年
間
１
、０
０
０

　

円
（
但
し
、
専
門
講
座
・
ク
ラ

　

ブ
な
ど
の
材
料
費
等
実
費
が
必

　

要
で
す
）

■
入
学
申
込

　

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所
地

　

域
振
興
課
に
あ
る
申
込
書
に
記

　

入
し
同
所
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

　

平
成
19
年
３
月
20
日
（
火
）

■
そ
の
他　

　

ど
の
教
室
で
も
入
学
で
き
、
複　

　

数
の
教
室
へ
も
入
学
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
86
・
１
２
１
０　

　

南
光
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
78
・
０
１
２
３

　

三
日
月
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
79
・
２
９
８
２

佐用教室 上月教室 南光教室 三日月教室
開設場所 主にさよう文化情報センター 主に上月文化会館 主に南光文化センター 主に三日月文化センター
一般講座

各分野から講師
を招いての講演

（毎月１回）

午前 10 時～正午　 

開催基準日：
　　　　　第３木曜日

午前 10 時～正午 

開催基準日：
　　　第３水曜日

午前 10 時 30 分～正午 

開催基準日：
　　　　第２木曜日
　

午前 10 時～正午　 

開催基準日：
　　　　第３火曜日

専門講座

基本的に一般講
座開催日の午後
に行います

（学習計画は各
部会で立案しま
す）

手芸〈編物・小物作りなど〉
手芸〈アートフラワー〉
栄養と料理
歴史
盆栽
生花
草花と野菜
書道
俳句
工芸
コーラス

園芸
陶芸
手芸
書道
実用書道
音楽
パソコン

手芸
コーラス
書道
園芸
料理

書道
歌謡
社交ダンス
大正琴
パソコン

クラブ活動

各クラブにおい
て開催日・活動
内容を決定して
います

ゲートボール
社交ダンス
生花
囲碁
うたごえ
ニュースポーツ

ゲートボール
グラウンドゴルフ
音楽
陶芸

開設期間 平成１９年４月～平成２０年３月
対象者 町内に在住している概ね６０歳以上のかた

み
ん
な
で
楽
し
く
学
ぼ
う　

町
高
年
大
学
学
生
募
集

　

町
高
年
大
学
は
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
な
か
で
、
新
し
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

趣
味
活
動
を
充
実
さ
せ
、
明
る
く
生
き
生
き
と
し
た
日
々
を
過
ご
す
た
め
の
「
学
び
や
」
で
す
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

２
月
17
日
（
土
）

　
　

午
後
６
時          

         

30
分
開
演

２
月
18
日
（
日
）

　
　

午
後
２
時

　
　
　
　

開
演

■
と
こ
ろ

              

お
り
ひ
め
文
化
ホ
ー
ル

■
入
場
料

前
売
り   

一
般   

１
、０
０
０
円

　
　

    

高
校
生
以
下
５
０
０
円

当　

日   

一
般   

１
、２
０
０
円

　
　

    

高
校
生
以
下
６
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

■
と
き　

３
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
場

　
　
　
　

午
後
７
時　
　

開
演

■
と
こ
ろ　

ス
タ
ー
シ
ャ
ワ
ー
の
森　

　
　
　
　
　

音
楽
堂
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

一
般　

２
、０
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
各
５
０
０
円
増
）

■
江
尻
南
美   

   

（
え
じ
り
・
な
み
）

　

東
京
生
ま

れ
、
桐
朋
学

園
大
学
音
楽

部
研
究
科
を

卒
業
後
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
音
楽

大
学
に
入
学
、
ド
イ
ツ
に
在
住
。

第
14
回
ヴ
ィ
ア
ナ
・
ダ
・
モ
ッ
タ

国
際
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル
最
高

位
、
第
13
回
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア

ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
演
奏
者

賞
な
ど
を
受
賞
の
ほ
か
、
海
外
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
も
数
多

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ス
ピ
カ
ホ
ー
ル

　
　
　
　

☎
82
・
０
５
９
５

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

 

江
尻
南
美
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
お
り
ひ
め　

住
民
手
づ
く
り
芝
居　

第
６
弾

『
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ザ
・
ウ
イ
ン
ド
』
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　上月支所地域振興課では、パソコンで遊ぼう
のスタッフによる初級者向けのワード体験講座
とインターネット講座を次のとおり開催します。
●ワード体験講座●
■とき　２月２０日（火）、２２日（木）、２７日（火）　
　　　　　 午後７時 30 分から午後 9 時 30 分まで
■ところ　上月中学校パソコン室
■対象者　文字入力、文字変換ができるかた
■受講料　２，０００円（テキスト代含む）
■申込期限　２月１3 日（火）
●インターネット講座●
■とき　３月６日（火）、８日（木）１３日（火）
　　　　午後７時 30 分から午後 9 時 30 分まで
■ところ　上月文化会館パソコン室
■受講料　１，０００円
■内容　電子メール、インターネット体験及び
　　　　上手な利用方法
■申込期限　２月２６日（月）
◆定員　いずれも先着２０名
◆お申し込み・お問い合わせ
　　いずれも上月支所地域振興課
　　　☎８６- １２１０　ＦＡＸ８６- ０７９３

「パソコンで遊ぼう協議会」では、スタッフを募
集しています。
お問い合わせは上月支所地域振興課まで。　

「
義よ

し
つ
ね
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら

経
千
本
桜
」

　

子
ど
も
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
の
練
習

成
果
を
披
露
し
、
後
輩
た
ち
に
民

俗
芸
能
の
継
承
を
伝
え
る
恒
例
の

公
演
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
暖

か
く
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

３
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
開
演

　
　
　
　
　
　
　
（
約
１
時
間
）

■
と
こ
ろ　

　
　
　
　

三
河
小
学
校
体
育
館

■
内
容　
「
義
経
千
本
桜　

吉
野

　
　
　

山
静
・
忠
信
道
行
の
場
」

■
入
場
料　

無
料
（
ど
な
た
で
も

　
　
　

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

南
光
支
所
地
域
振
興
課　

　
　
　
　
　
　

☎
78
・
０
１
２
３

　

神
戸
ジ
ャ
ズ
ス

ト
リ
ー
ト
で
お
な

じ
み
の
ジ
ャ
ズ
バ

ン
ド
が
や
っ
て
来
ま
す
。

　

歌
っ
て
、踊
っ
て
、笑
っ
て
・・・

子
ど
も
も
大
人
も
大
は
し
ゃ

ぎ
！
音
楽
は
た
・
の
・
し
～
い

■
と
き

　
　

３
月
11
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
開
演

■
と
こ
ろ

　
　

南
光
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

５
０
０
円

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

南
光
文
化
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
　

☎
78
・
０
１
２
３

　

ま
た
は
、
各
マ
マ
プ
ラ
ザ
へ

　「第 18 回宿場町ひらふくまつり」（「ひらふく桜まつり」
を改称）の大名行列が、かつての宿場町平福のにぎわいを
よみがえらせます。あなたもこの行列に参加してみません
か。
◆開催日　４月１５日（日）
◆募集する役どころ　殿様・奥方・姫君・家老・奉行・典医・
　茶坊主は各１名、侍 14 名、腰元 10 名、奴８名
◆対象者　満１５歳以上のかた（町内外は問いません）
◆お申し込み・お問い合わせ
　住所・氏名・年令がわかるようにハガキまたは電話で 　
　〒 679-5380 佐用町佐用 2611-1 佐用町役場商工観光課
　 ☎８２- ０６７０へお申込みください。
◆応募締切　２月２８日（水）
◆決定　応募者が多数の場合は抽選で決定します。
◆主催　
　宿場町ひらふくまつり実行委員会・佐用町観光協会

お姫様・お殿様 になってみませんか

南
光
子
ど
も
歌
舞
伎

　
　
　
　

３
月
公
演
（
伝
達
式
）

み
ん
な
de
遊
ぼ
！

 

春
待
ち
フ
ァ
ミ
リ
ー
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト

　パソコン教室　

ワード体験講座・インターネット講座　受講生募集
「宿場町ひらふくまつり」大名行列出演者募集
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１
．
公
売
物
件
の
名
称
・
数
量

　

●
所
在
地　

佐
用
町
下
徳
久
字

　
　
　
　
　

重
近

　

●
地
番　

６
９
９
番
２
・
４

　

●
地
目　

宅
地

　

●
地
積　
（
公
簿
地
積
）

　
　
　
　

２
１
０
．
９
９
平
方
㍍

　
　
　
　
　
（
実
測
地
積
）

　
　
　
　

２
１
０
．
９
９
平
方
㍍

２
．
公
売
の
方
法　

期
間
入
札

３
．
公
売
日
時　

　

入
札　

２
月
16
日
（
金
）
か
ら

　
　

２
月
23
日
（
金
）
ま
で
の
午

　
　

前
９
時
か
ら
午
後
５
時（
土
・

　
　

日
曜
日
は
除
く
）

　

開
札　

２
月
26
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時

４
．
公
売
場
所　

　

入
札　

役
場
財
政
課

　

開
札　

役
場
町
長
室

５
．
代
金
納
入
期
限　

　
　

３
月
５
日　
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
ま
で

６
．
売
却
決
定
日
時

　
　

３
月
６
日　
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時

７
．
売
却
決
定
場
所　

　
　

役
場
町
長
室

８
．
買
受
人
の
資
格
要
件

　

①
平
成
19
年
２
月
１
日
現
在
で

　
　

引
き
続
き
３
カ
月
以
上
佐
用

　
　

町
に
住
所
を
有
す
る
個
人

　

②
売
却
代
金
の
一
括
払
い
の
可

　
　

能
な
か
た

　

③
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有

　
　

し
な
い
か
た
及
び
破
産
者
で

　
　

復
権
を
得
な
い
か
た
は
入
札

　
　

参
加
で
き
ま
せ
ん
。

９
．
入
札
最
低
価
格
及
び
公
売
保
証
金

　

●
入
札
最
低
価
格

　
　
　

４
、１
７
７
、０
０
０
円

　

●
公
売
保
証
金　

免
除

10
．
公
売
入
札
・
落
札
に
つ
い
て

　

①
入
札
に
伴
う
書
類
は
、
佐
用

　
　

町
役
場
財
政
課
備
え
付
け
の

　
　

書
類
と
し
ま
す
。

　

②
入
札
最
低
価
格
は
実
測
地
積

　
　

に
よ
る
価
格
で
す
。

　

③
入
札
に
際
し
て
は
、
現
地
案

　
　

内
・
現
地
説
明
会
は
行
い
ま

　
　

せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
公

　
　

売
財
産
、
登
記
簿
な
ど
を
確

　
　

認
し
た
う
え
で
入
札
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

　

④
落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て
は

　
　

入
札
最
低
価
格
を
超
え
る
最

　
　

高
額
を
入
札
さ
れ
た
か
た
と

　
　

し
ま
す
。
た
だ
し
、
同
額
の

　
　

場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

11
．
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

財
政
課　

☎
82
・
０
８
２
０

町
有
地
公
売
の
お
知
ら
せ　

　
　
　
　
　
旧
佐
用
警
察
署
下
徳
久
駐
在
所
の
跡
地
を
公
売
し
ま
す

　

今
年
度
の
大
豆
共
済
の
加
入

状
況
は
、
１
４
３
戸
、
５
５
８

筆
、
７
、３
４
６
．
３
ア
ー
ル
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
約
23
㌫
（
面

積
比
率
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
害
状
況
は
、
播
種
期
の
長

雨
に
よ
る
発
芽
不
能
、
発
育
不

良
や
収
穫
期
の
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
食
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

損
害
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

実
測
調
査
や
評
価
会
委
員
に
よ

る
検
見
調
査
の
後
、
大
豆
損
害

評
価
会
を
経
て
、
現
在
、
当
初

評
価
高
を
兵
庫
県
農
業
共
済
組

合
連
合
会
に
申
請
し
て
い
ま
す
。

　

各
農
家
へ
の
共
済
金
の
支
払

い
は
、
３
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

農
業
共
済
課

　
　
　
　
　

☎
79
・
２
９
８
３

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
兵
庫(

兵
庫
県
農

業
共
済
組
合
連
合
会)

で
は
、
建

物
共
済
・
農
機
具
共
済
に
関
心
を

抱
く
内
容
の
「
建
物
農
機
具
共
済

推
進
標
語
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
部
門
（
２
部
門
）

　

①
建
物
共
済
の
部

　

②
農
機
具
共
済
の
部

■
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
部
門
名
と
標
語

　

及
び
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

　

業
を
ご
記
入
の
う
え
、
次
の
応

　

募
先
ま
で
。

■
応
募
先

 

〒
６
５
０-

０
０
１
１

　
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
４
丁
目
15-

３

   

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
兵
庫  

農
産
建
物
部
宛

■
応
募
期
限

　

３
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

　

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
、

ま
た
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
贈

呈
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

農
業
共
済
課

　
　
　
　
　

☎
79
・
２
９
８
３

  

平
成
18
年
産
大
豆

         

共
済
金
の
支
払
い
は
３
月
上
旬

     

建
物
共
済
・
農
機
具
共
済

　
　
　
　
　
　

推
進
標
語
募
集
中 

佐用

位置図

拡大図
２

．０
５

１３．７４

４
．７

０

９．４１

７．９１
４

．５
４

１３．５９
８

．８
５

３
．６

８
６

．２
６ ６９９－４

６９９－２
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今
回
の
入
居
申
込
者
は
、
資
格

審
査
後
、
資
格
に
合
う
か
た
で
町

営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
に
お

い
て
順
位
を
決
定
し
、
佐
用
町
営

住
宅
入
居
登
録
者
名
簿
に
登
載
し

ま
す
。
希
望
の
住
宅
に
空
家
が
出

た
場
合
は
、
入
居
登
録
者
名
簿
の

上
位
登
録
者
か
ら
順
次
入
居
と
し

ま
す
。

　

入
居
登
録
者
名
簿
の
有
効
期
間

は
、
平
成
19
年
４
月
１
日
（
日
）

か
ら
平
成
19
年
９
月
30
日
（
日
）

ま
で
で
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
一
般
住
宅
と

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
で
す
。

◎
募
集
住
宅

　

佐
用
町
営
住
宅(

一
般
住
宅) 

　
　

た
だ
し
、
中
上
月
住
宅
（
上

　

月
地
域
）、
米
田
住
宅
（
南
光

　

地
域
）、
折
口
及
び
手
布
住
宅

　
（
三
日
月
地
域
）
は
除
き
ま
す
。

　

佐
用
町
営
住
宅

　
　
　
　

(

特
定
公
共
賃
貸
住
宅)

　

山
王
住
宅
（
佐
用
地
域
）
祇
園

　

住
宅
、
屋
敷
前
住
宅
（
三
日
月

　

地
域
）

◎
募
集
期
間

　

平
成
19
年
３
月
１
日
（
木
）
～

　

３
月
23
日
（
金
）

◎
入
居
資
格

　

・
国
税
・
地
方
税
の
滞
納
の
な

　
　

い
か
た

　

・
同
居
す
る
親
族
の
あ
る
か
た

　

・
結
婚
予
定
の
あ
る
か
た

　

・
現
在
住
居
に
困
っ
て
い
る
か

　
　

た

　

・
収
入
基
準
に
合
う
か
た

　

・
連
帯
保
証
人
（
２
人
）
の
あ

　
　

る
か
た

◎
家
賃

　

所
得
、
入
居
さ
れ
る
住
宅
に
よ

　

り
異
な
り
ま
す

◎
敷
金

　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
申
込
書
類

　

住
宅
管
理
課
に
備
え
付
け
の
書

　

類
に
記
入
の
う
え
、
入
居
し
よ

　

う
と
す
る
家
族
で
、
18
歳
以
上

　

の
か
た
の
所
得
証
明
書
と
納
税

　

証
明
書
（
と
も
に
町
税
務
課
発

　

行
の
も
の
）
及
び
住
民
票
を
添

　

付
す
る

◎
選
考
方
法

　

資
格
審
査
後
、
資
格
に
合
う
か

　

た
で
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委

　

員
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

◎
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

住
宅
管
理
課

　
　
　

☎
82
・
０
６
７
１

町
営
住
宅
入
居
者
の
募
集(

登
録
制)

　

町
で
は
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
を
定
期
的
に
年
２
回
（
３
月
と
９
月
）
実
施
し
、

登
録
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
平
成
1�
年
度
１
回
目
の
募
集
を
し
ま
す
。

　写真は柴谷住宅

 　

昨
年
11
月
～
12
月
の
期
間
、
各

地
区
の
推
進
委
員（
農
会
長
な
ど
）

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
一

斉
に
加
入
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
」
に
、

多
数
の
お
申
し
込
み
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
加

入
の
証
券
は
、
推
進
委
員
さ
ん
を

通
じ
て
３
月
下
旬
に
お
届
け
し
ま

す
。

　

こ
の
期
間
に
限
ら
ず
加
入
出
来

ま
す
の
で
、
事
務
局
（
農
業
共
済

課
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

農
業
共
済
課

　
　
　
　
　

☎
79
・
２
９
８
３

　

町
で
は
、
次
に
該
当
さ
れ
、
在

宅
生
活
を
さ
れ
て
い
る
か
た
を
対

象
と
し
た
通
院
助
成
金
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

○
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交      

　

付
を
受
け
て
い
る
か
た

○
人
工
腎
臓
を
実
施
し
て
い
る
慢

　

性
腎
不
全
の
か
た（
人
工
透
析
）

○
18
歳
未
満
で
療
育
手
帳
Ａ
判
定

　

に
該
当
の
か
た

○
18
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

　

１
、２
級
に
該
当
の
か
た

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

１
、２
級
に
該
当
の
か
た

　

町
外
医
療
機
関
へ
の
手
帳
・
受

給
者
証
に
か
か
る
通
院
・
訓
練
が

対
象
と
な
り
（
か
ぜ
・
け
が
な
ど

の
一
般
診
療
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
）、
往
復
の
交
通
費
の
半
額
相

当
分
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
病
院
な
ど
の
送
迎
バ
ス

で
の
通
院
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
特
定
疾
患
及
び
人
工
透

析
の
か
た
に
つ
い
て
は
限
度
額
が

あ
り
ま
す
。

　

役
場
福
祉
課
・
最
寄
の
支
所
総

合
窓
口
課
・
出
張
所
に
所
定
の
申

請
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
２
月

受
診
分
ま
で
を
通
院
医
療
機
関
で

証
明
を
し
て
い
た
だ
き
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
（
平
成
18
年
度
分
）
の

提
出
期
限
は
３
月
30
日
（
金
）
ま

で
で
す
。

■
提
出
先　

役
場
福
祉
課
・
各
支

所
総
合
窓
口
課
・
出
張
所　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

福
祉
課　

☎
82
・
０
６
６
１

　

                　

FAX 

82
・
０
１
４
６

 

ご
存
知
で
す
か
？
通
院
助
成
金
制
度

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済

　
　  

証
券
の
お
届
け
は
３
月
下
旬

　

    　
　
　
　
　
　

佐
用
町
建
物
農
機
具
共
済
推
進
協
議
会

佐用
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12
月
23
日
に
滋
賀
県
立
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
、
第
24
回
近

畿
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
近
畿

大
会
団
体
演
武
で
福
地
慧
さ
ん

（
賢
明
女
子
学
院
高
等
学
校
２

年
）
が
第
３
位
に
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

福
地
さ
ん
は
、
お
母
さ
ん
に

に
勧
め
ら
れ
た
の
と
、
ア
ニ
メ

の
ヒ
ロ
イ
ン
が
強
く
て
か
っ
こ

よ
か
っ
た
の
に
憧
れ
、
賢
明
女

子
学
院
中
学
校
に
入
学
と
同
時

に
少
林
寺
拳
法
部
に
入
部
さ
れ
、

現
在
初
段
。「
ま
さ
か
県
大
会
に

優
勝
し
て
近
畿
大
会
に
出
ら
れ

る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、

中
学
の
時
か
ら
続
け
て
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
３
月
の

全
国
大
会
で
部
活
は
引
退
な
の

で
、
残
り
の
数
カ
月
間
悔
い
の

残
ら
な
い
よ
う
に
練
習
し
て
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

目
指
せ
全
国
優
勝
!!

  

福
地
慧け
い

さ
ん
（
円
応
寺
）

  

全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
大
会
出
場

演武を行う福地慧さん（写真左から２人目）

妹さんとともに喜ぶ福地慧さん

　

１
月
13
日
に
さ
よ
う
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
で
「
子
育
て
支
援
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
（
マ
マ

プ
ラ
ザ
）
の
合
同
創
作
劇
「
み
ん

な 

な
か
よ
し
」
で
親
子
の
か
わ

い
い
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

●
基
調
講
演

　
「
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
支
援
に

求
め
ら
れ
る
も
の
」

　

勝
木
洋
子
さ
ん
（
兵
庫
県
立
大

　

学
環
境
人
間
学
部
教
授
）

　

子
育
て
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢

を
講
演
さ
れ
「
子
育
て
支
援
に
大

切
な
３
つ
の
視
点
は
①
関
係
作
り

の
視
点
②
ジ注
１
）
ェ
ン
ダ
ー
に
敏
感

な
視
点
③
エ注
２
）ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の

視
点
で
す
。
男
性
が
育
児
を
す
る

の
が
当
然
の
社
会
が
来
て
い
ま

す
。
将
来
子
ど
も
た
ち
が
子
育
て

を
す
る
よ
う
に
、
今
の
お
と
う
さ

ん
た
ち
も
子
育
て
に
参
画
し
ま

し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
「
子
育
て
し
や
す
い
環
境

　
　
　
　

を
つ
く
る
」

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
パ
ネ
ラ
ー
の

み
な
さ
ん
が
自
己
紹
介
と
活
動
紹

介
な
ど
を
行
い
、
勝
木
洋
子
さ
ん

の
進
行
で
討
論
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

子
育
て
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
よ
う

「
子
育
て
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

オープニングアトラクション

　

学
童
保
育
の
枠
を
作
ら
な
く
て

も
地
域
で
子
ど
も
を
育
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

地
域
と
お
か
あ
さ
ん
と
の
信
頼

関
係
が
ち
ゃ
ん
と
築
け
れ
ば
よ
い

と
思
う
。

東野由美子さん
（西脇市 Pi-chi クラ     

   ブ代表）

　

子
ど
も
の
数
も
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
中
・
高
生
と
の

交
流
の
機
会
が
も
っ
と
あ
れ
ば
よ

い
と
思
う
。
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
子
ど
も
広
場
」
は
、
と
て
も
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仲村真巨さん
（みかづきっ子ママプラザ子   

  育てサークル サンタママ）

　

地
域
に
誰
で
も
行
け
る
場
所
が

あ
れ
ば
、
健
全
な
心
身
の
発
達
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
素
直
な
気
持
ち
で
健
全
な
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
よ
う
に
お
互

い
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
ね
。

野村恵子平福保育園長

注
１
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
社
会
通
念
や
習
慣
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
「
男
性
像
」、「
女
性
像
」

　
　
　

が
あ
り
、こ
の
よ
う
な
男
性
、女
性
の
別
を「
社
会
的
性
別
」（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）と
い
う
。

注
２
）
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
：
個
人
が
自
分
自
身
の
力
で
問
題
や
課
題
を
解
決
し

　
　
　

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
技
術
や
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と
。
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会
場
か
ら
は
、「
若
い
お
母
さ

ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
も
ら
う

場
を
作
っ
て
欲
し
い
」
な
ど
の
ご

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
子
育

て
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　　　参加者募集
　新しい出会いを求めて、さあ出かけましょ
う。春の訪れはもうすぐそこまで・・・
■とき　３月１８日（日）午前 9 時出発
■ところ　鳥取砂丘・浦富海岸
　　　　　（佐用きらめきツアー貸切バス）
　　　※参加者には、詳しい予定をお知ら
　　　　せします。
■参加費　男性　５，０００円
　　　　　女性　５，０００円
■参加資格
　　　　　２０～４０代の男女
　　　　　男性－佐用町在住の独身男性
　　　　　女性－独身女性、町内外は問い
　　　　　　　　ません
■定員　男女各１５名
■応募締切
　　　　　２月２８日（水）ただし、定員
　　　　　になり次第締め切ります。
■お申し込み・お問い合わせ
　　　　　佐用町こうのとりの会
　　　　　事務局　まちづくり課
　　　　　　　　☎８２- ０６６４

■混合の部
優　勝　上月小Ａ
　（小林和弥・反橋朱理・久本啓太・
　竹本雄太・高見梨菜・藤田晴香・
　岡本桃香・寺本涼）　
準優勝　久崎小
　（伊東詩織・上野勝久・山西葉月・
　　兼澤優二・平井江梨奈・村上紗
　　野・大野星都・古川翔太）
第３位　幕山小
　（永井晶常・山本友梨奈・児嶋沙
　　耶佳・本種聖士・井土未晴・野
　　村純志・小林果歩・福山真司）
■女子の部
優　勝　徳久小Ａ
　（春井麻那・藤田真依・船引千春・
　山根舞子・船引亜由美・春名万里奈）
準優勝　上月小Ａ
　（大内有沙・永見真風・谷口友美・
　　大西ほのか・芦谷朋・古本恭子）

第３位　三河小Ａ
　（勝山史織・井上愛夢美・保田理恵・
　　新庄果歩・森田真穂・高橋育子）
■男子の部
優　勝　徳久小
　（舟引勇人・稲田彬希・内堀太夢・
　　加藤良・上山廉・西田拓矢）
準優勝　三河小Ａ
　（山田一馬・森田大貴・阿部成人・
　　内山佳也・大江全弘・小林秀彰）
第３位　利神小Ａ
　（小深田大翔・小林峻士・平田雅哉・
　　阿山祐基・山根大昌・西本聖也）

　

12
月
23
日
に
、
佐
用
少
年
補
導

員
連
絡
協
議
会
（
石
黒
永
剛
会

長
）、
佐
用
地
域
ふ
れ
あ
い
の
会

な
ど
が
町
内
の
量
販
店
３
カ
所
の

駐
車
場
付
近
で
、
青
少
年
健
全
育

成
啓
発
チ
ラ
シ
と
グ
ッ
ズ
を
買
い

物
客
な
ど
に
配
布
し
、
地
域
の
み

な
さ
ん
へ
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て
ま
し
ょ
う

　

子
育
て
、
家
事
は
最
初
は
み

ん
な
初
心
者
。
共
働
き
が
増
え

た
最
近
で
は
、
家
事
分
担
が
よ

り
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
し
安
心
し
て
働
け

る
の
で
は
な
い
か
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、

親
が
健
全
な
精
神
状
態
に
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

学
童
保
育
と
教
育
現
場
と
の

壁
を
と
り
は
ら
い
た
い
。

中村和子さん
 （兵庫県立嬉野台生涯教育  
   センター婦人・家庭課長）

　

子
育
て
は
楽
し
み
な
が
ら
や

る
と
と
て
も
楽
し
い
よ
。

　

生
命
を
育
む
こ
と
は
と
て
も

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

コーディネーター
勝木洋子さん

　

福
祉
制
度
・
子
育
て
環
境
は

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
町
で
は
、
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
を
充
実
す
る
予
定
で

す
。 

　

ま
た
、
学
童
保
育
に
つ
い
て

も
昨
年
夏
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

は
検
討
が
必
要
。

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。

内山導男福祉課長

チラシなどを配布するメンバー

　
　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
、
地
域
の
願
い
で
す

春一番☆
カップリングツアー

　　力強い選手宣誓

子ども会駅伝大会結果（敬称略）

1 月 21 日・南光スポーツ公園若あゆランド周辺コース
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神
戸
新
聞
社
で
は
、
結
婚
50
年

を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
招
き
、

長
寿
と
繁
栄
を
祝
う
「
金
婚
夫
婦

祝
福
式
典
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

該
当
者
は
も
れ
な
く
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
し
込
ま
れ
た
金
婚

夫
婦
に
は
表
彰
状
や
記
念
品
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
す
。

■
と
き　

５
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

た
つ
の
市
総
合
文
化

　
　
　
　
　

会
館

　
　

 　

赤
と
ん
ぼ
文
化
ホ
ー
ル

■
対
象　

昭
和
33
年
中
に
婚
姻
届

　

を
提
出
し
た
県
内
在
住
の
夫
婦

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
住
民
課
・
各
支
所
総
合

窓
口
課
、
神
戸
新
聞
支
社
・
総

局
・
支
局
・
販
売
所
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
必
ず

３
月
２
日
（
金
）
ま
で
に
、
お

近
く
の
神
戸
新
聞
支
社
、
総
局
、

支
局
、
販
売
所
に
持
参
す
る
か
、

〒
６
５
０-

８
５
７
１
神
戸
市
中

央
区
東
川
崎
町
１-

５-

７
神
戸

新
聞
社
地
域
活
動
局
「
金
婚
式
」

係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
７
０
８
７

※
申
し
込
ま
れ
た
ご
夫
婦
に
は
、

４
月
下
旬
に
当
日
の
開
催
時
間
、

会
場
地
図
な
ど
が
通
知
さ
れ
ま

す
。

共
生
の
郷
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ
⑰

　
〝
久く
ざ
き
い
ち

崎
市
〟
が
今
年
も
復
活

　

久
崎
地
域
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
年
末
の
歳
の
市
で
あ
る
〝
久

崎
市
〟
を
12
月
24
日
に
久
崎
商
店

街
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
市
は
、地
域
の
ふ
れ
あ
い
、

人
と
ひ
と
と
の
つ
な
が
り
が
感
じ

ら
れ
る
、
そ
ん
な
久
崎
市
を
目
指

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
９
つ

の
集
落
の
参
加
と
、久
崎
商
店
街
、

そ
し
て
千
種
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

国
際
交
流
協
会
、
小
学
校
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
団
体
の
協
力
に
よ

り
38
団
体
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

午
前
11
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

と
し
て
「
上
郡
エ
イ
サ
ー
倶
楽
部

て
ぃ
だ
」
の
沖
縄
民
族
舞
踊
に
よ

る
演
奏
と
行
進
に
続
き
、
久
崎
の

小
中
学
生
チ
ー
ム
Ａ
Ｙ
Ｕ
に
よ
る

傘
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
出
店
団
体
で
は
、
色
々
と
趣

向
を
凝
ら
し
、
集
落
な
ら
で
は
の

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
の
販
売
、
豚

汁
、
ぜ
ん
ざ
い
、
し
め
縄
、
か
た

ぬ
き
菓
子
な
ど
の
出
店
や
杵
つ
き

も
ち
の
振
る
舞
い
に
舌
鼓
を
打

ち
、
商
店
で
は
歳
末
の
大
売
り
出

し
や
、
当
日
限
定
の
商
品
の
販
売

が
行
わ
れ
、
み
ん
な
の
手
作
り
の

市
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ル
・
塩
谷
ト
ン
ネ
ル
を
見
学
す
る

４
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
矢
内
志
織
さ
ん
（
下

町
）、
矢
代
美
咲
さ
ん
（
延
吉
）、

大
谷
紅
葉
さ
ん
（
庵
）
は
「
歩
い

て
い
る
と
雪
が
降
っ
て
い
る
の
に

温
か
く
な
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
は
大

き
く
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
福
体
育
館
に
戻
っ
た
あ
と
、

郷
土
を
考
え
る
会
に
よ
る
豚
汁
な

ど
が
振
舞
わ
れ
、
冷
え
た
か
ら
だ

を
温
め
ま
し
た
。

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
す

       
昭
和
��
年
中
に
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
お
申
し
込
み
を

　

乗
用
の
農
耕
作
業
車
（
ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）
は
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
農
耕
作
業
車
を

取
得
し
て
い
て
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
つ
け
て
い
な
い
か
た
は

次
の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、
税

務
課
、
各
支
所
、
出
張
所
で
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
取
得
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

印
鑑
、
販
売
証
明
書
（
車
体　

番
号
等
が
わ
か
る
も
の
）

＊
農
耕
作
業
車
を
廃
車
さ
れ
る
場

合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
税
務
課
、

各
支
所
、
出
張
所
で
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課

　

 

☎
82
・
０
６
６
２

農
耕
作
業
車
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

　

１
月
７
日
に
、
平
福
地
域
づ
く

り
協
議
会
、
平
福
郷
土
を
考
え
る

会
共
催
の
第
１
回
新
春
歩
こ
う
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
雪
が
ち
ら
つ

く
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
約

２
０
０
人
の
参
加
者
は
、
平
福
体

育
館
を
出
発
し
中
国
横
断
自
動
車

道
姫
路
鳥
取
線
の
利
神
山
ト
ン
ネ

新
春
歩
こ
う
会
で
ト
ン
ネ
ル
見
学 むかしの賑わいが復活

雪の風景もいいものです

        ―
  

平
福
地
域
づ
く
り
協
議
会  ―

        　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
  

久
崎
地
域
づ
く
り
協
議
会  ―

　
　

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
に
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
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2007/ ２月号

　

町
内
に
は
都
市
住
民
と
農
村

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
交
流

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

集
落
が
あ
り
ま
す
。

　

桜
山
集
落
で
は
、
都
市
に
在
住

さ
れ
て
い
る
か
た
を
「
ふ
る
さ

と
む
ら
会
員
」
と
し
て
受
け
入

れ
、
農
作
物
の
植
付
け
や
収
穫
、

草
刈
り
な
ど
を
通
し
て
交
流
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
９
日
～
10
日
に
行
わ
れ

た
収
穫
祭
で
は
、
生
い
も
こ
ん

に
ゃ
く
づ
く
り
、
餅
つ
き
や
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
田
和
集
落
に
お
い
て
も

同
様
に
、
都
市
に
在
住
さ
れ
て
い

る
か
た
を
棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
棚
田
交
流
人
」
と
し
て
受
け
入

れ
、
棚
田
の
保
全
と
農
村
と
の

交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
17
日
に
行
わ
れ
た
収
穫

祭
で
は
、
交
流
人
の
他
に
幕
山
小

学
校
５
年
生
を
招
く
な
ど
、
総
勢

70
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
昼
食
に

は
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
、
つ
き
た

て
の
お
餅
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、

交
流
人
と
住
民
が
な
ご
や
か
に

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

■
と
き　

２
月
25
日
（
日
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
　

佐
用
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
内
容

　

●
ご
っ
つ
あ
ん
で
す
！

　
　

佐
用
の
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
！

　
　

ち
ゃ
ん
こ
鍋

　

●
お
相
撲
さ
ん
と
お
も
ち
つ
き

　

●
お
相
撲
さ
ん
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　

力
自
慢
の
お
相
撲
さ
ん
へ
の

　

挑
戦

●
佐
用
の
お
い
し
い
も
の
大
集
合

　

冬
野
菜
、
特
産
物
・
農
産
物
加

　

工
品
の
販
売
な
ど

●
そ
の
他
、
楽
し
い
・
お
い
し
い

イ
ベ
ン
ト
満
載

■
主
催　

　

佐
用
農
産
物
直
売
所
連
絡
協
議
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
１
０
３

ル
・
塩
谷
ト
ン
ネ
ル
を
見
学
す
る

４
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
矢
内
志
織
さ
ん
（
下

町
）、
矢
代
美
咲
さ
ん
（
延
吉
）、

大
谷
紅
葉
さ
ん
（
庵
）
は
「
歩
い

て
い
る
と
雪
が
降
っ
て
い
る
の
に

温
か
く
な
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
は
大

き
く
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
福
体
育
館
に
戻
っ
た
あ
と
、

郷
土
を
考
え
る
会
に
よ
る
豚
汁
な

ど
が
振
舞
わ
れ
、
冷
え
た
か
ら
だ

を
温
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
用
あ
じ
わ
い
祭
を
開
催
し
ま
す

お
相
撲
さ
ん
（
千
賀
ノ
浦
部
屋
）
が
や
っ
て
く
る
！

■
と
き　

２
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
　

佐
用
町
役
場

　
　
　

第
２
庁
舎　

２
階
会
議
室

■
対
象　

一
般
（
定
員
60
人
）

■
内
容

●
講
演

　

演
題
「
地
球
温
暖
化
問
題
～
進

　
　

む
温
暖
化
、
異
常
気
象
、
私

　
　

た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

　
　

か
？
～
」

　

講
師　

溝
口
章
宏
氏
（
中
播
磨

　
　

地
域
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

　
　

推
進
員
）

●
実
践
活
動
報
告

　
「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
取
り

　

組
み
に
つ
い
て

　
「
エ
コ
（
環
境
）
か
る
た
」
の

　

取
り
組
み
に
つ
い
て

■
参
加
費　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
町
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

　

推
進
協
議
会　

　
　

事
務
局　

住
民
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
用
町
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

都
市
住
民
と
農
村
の
ふ
れ
あ
い

　

１
月
７
日
に
、
平
福
地
域
づ
く

り
協
議
会
、
平
福
郷
土
を
考
え
る

会
共
催
の
第
１
回
新
春
歩
こ
う
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
雪
が
ち
ら
つ

く
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
約

２
０
０
人
の
参
加
者
は
、
平
福
体

育
館
を
出
発
し
中
国
横
断
自
動
車

道
姫
路
鳥
取
線
の
利
神
山
ト
ン
ネ

  おいしいもちができました

なごやかに交流

　
　
　
　
　
　
　
　

―
  

桜
山
集
落
・
田
和
集
落  ―
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ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事
に
ご
協
力
を

■
高
度
情
報
通
信 

⑦
（
最
終
回
）

　

佐
用
町
高
度
情
報
通
信
網
整
備

事
業
は
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
現
在
、
南
光
及
び
三

日
月
地
域
で
光
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設

工
事
を
３
月
末
の
完
成
を
目
指
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

２
月
下
旬
か
ら
は
、
加
入
申
込

の
あ
っ
た
家
庭
へ
の
引
き
込
み
工

事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
工
事

期
間
中
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
引
き
込
み
工
事
は
、
施

工
方
法
な
ど
の
ご
相
談
に
業
者
が

直
接
伺
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
込

み
工
事
完
了
後
に
加
入
申
込
の
際

に
指
定
さ
れ
た
宅
内
工
事
業
者
へ

連
絡
し
ま
す
の
で
、
各
家
庭
に
お

い
て
宅
内
工
事
を
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

分
担
金
の
納
入
を
お
忘
れ
な
く

　

町
の
加
入
分
担
金
（
１
万
円
）

の
納
付
書
を
町
か
ら
各
加
入
者

（
一
部
地
域
で
は
テ
レ
ビ
組
合
や

集
落
に
一
括
発
送
）
に
２
月
６
日

に
発
送
し
ま
す
。
納
期
限
は
２
月

20
日
で
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。
入
金
を
確
認

し
て
か
ら
引
き
込
み
工
事
を
行
う

た
め
、
納
期
限
ま
で
に
入
金
が
な

い
と
工
事
が
遅
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

佐
用
・
上
月
地
域
の
み
な
さ
ん
へ

　

佐
用
・
上
月
地
域
で
は
、
平
成

19
年
の
夏
ご
ろ
に
工
事
着
手
と
な

り
ま
す
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
旧
町
単
位
で
の
説
明
会
を

行
っ
た
後
で
、
個
別
の
説
明
会
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
開
催
時
期

は
未
定
で
す
が
、
事
前
に
町
広
報

紙
や
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
ご
案

内
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

　

２
月
、
３
月
の
祝
祭
日
の
業

務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

  　
　
　
　

☎
82
・
０
２
９
３

祝　　祭　　日
２月１２日

（月）
振替休日

３月２１日
（水）

春分の日
ごみの収集 ○ ○

直接搬入
 
■受付 
午前 9 時～
午後 4 時 30 分

燃える
ごみ ○ ○
月～金
燃えな
いごみ ○ ○
月～土

　　　　　　　　　○＝業務を行います

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

祝
祭
日
の
業
務

　

12
月
21
日
、
南
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
旧
南
光
町
の
「
国
道

１
７
９
号
徳
久
バ
イ
パ
ス
建
設

促
進
協
議
会
」
を
新
佐
用
町
誕

生
と
と
も
に
解
散
し
、
名
称
は

そ
の
ま
ま
で
、
委
員
構
成
を
再

編
し
て
、
会
則
の
制
定
及
び
役

員
選
出
を
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
現
在
ま
で
の
経

緯
や
、
今
後
の
事
業
推
進
に
つ

い
て
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
後
、

兵
庫
県
西
播
磨
県
民
局
県
土
整

備
部
よ
り
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
計

画
案
（
ト
ン
ネ
ル
案
）
の
説
明

を
受
け
、
協
議
会
は
こ
の
案
を

満
場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
で
は
、
関
係
集
落
の

住
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も

と
、
３
月
末
ま
で
に
、
ル
ー
ト

案
の
決
定
を
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
予
備
設
計
や
新
規

事
業
評
価
手
続
き
な
ど
を
経
て
、

平
成
21
年
度
に
新
規
事
業
化
着

手
（
詳
細
設
計
・
用
地
測
量
な
ど
）

の
予
定
で
す
。

役
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

会　

長　

佐
用
町
長　
　
　
　

　
　
　
　

庵　

逧　

典　

章

副
会
長　

佐
用
町
議
会
議
長　

　
　
　
　

西　

岡　
　

正

　
　
　
　

下
徳
久
上
自
治
会
長

　
　
　
　

山　

本　

恒　

一

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
82
・
２
０
１
９

地
元
要
望
に
沿
っ
た
ト
ン
ネ
ル
案
を
承
認

　
　
　
　
　
　
　

国
道
１
７
９
号
徳
久
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
協
議
会

佐用町久崎財産区
議会議員選挙結果
　任期満了に伴う佐用町久崎
財産区議会議員選挙が、１月
16 日に告示されました。定
数 12 人に対し、12 人のかた
が立候補され当選されまし
た。
　当選者は次の表のとおりで
す（敬称略）

■お問い合わせ　
　　佐用町選挙管理委員会
　　　　☎８２- ２５４９

受付順 当選者氏名 集落
1 北条　義和 下秋里
2 谷口　正美 西新宿
3 高見　利典 家内
4 髙見　政幸 小赤松
5 村上　吉博 大酒
6 岩本　泰治 久崎
7 盛崎　　務 久崎
8 長田　政俊 櫛田
9 横野　　惠 櫛田

10 岩本三木男 大日山
11 岡　　義博 円光寺
12 坂根　光雄 上秋里

※受付順に掲載しています

促進協議会のようす

安 

全
・
安 

心  
情  
報

安
全
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
情
報
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平
成
19
年
10
月
か
ら
郵
便
局
が

民
営
・
分
社
化
（
日
本
郵
政
株
式

会
社
、
郵
便
局
会
社
、
郵
便
事
業

会
社
、
郵
便
貯
金
銀
行
、
郵
便
保

険
会
社
の
５
社
に
分
社
）
さ
れ
ま

す
。
こ
の
移
行
作
業
を
円
滑
に
進

め
て
い
く
た
め
に
、
平
成
19
年
２

月
13
日
（
火
）
か
ら
次
の
よ
う
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

佐
用
郵
便
局

　

佐
用
郵
便
局
を
郵
便
・
貯
金
・

保
険
の
窓
口
業
務
と
貯
金
保
険
の

集
金
な
ど
の
業
務
を
行
う
「
佐
用

郵
便
局
」
と
郵
便
物
の
集
配
業
務

を
行
う
「
佐
用
配
達
セ
ン
タ
ー
」

に
切
り
分
け
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

三
日
月
郵
便
局

　

三
日
月
郵
便
局
を
郵
便
・
貯
金
・

保
険
の
窓
口
業
務
と
貯
金
保
険
の

集
金
な
ど
の
業
務
を
行
う
「
三
日

月
郵
便
局
」
と
郵
便
物
の
集
配
業

務
を
行
う
「
三
日
月
配
達
セ
ン

タ
ー
」
に
切
り
分
け
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

上
月
郵
便
局

　

上
月
郵
便
局
が
実
施
し
て
い
る

郵
便
物
の
配
達
及
び
取
り
集
め
、

為
替
貯
金
と
簡
易
保
険
の
集
金
事

務
な
ど
の
外
務
業
務
は
佐
用
郵
便

局
が
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
上
月
郵
便
局
は
外
務
業

務
を
行
わ
な
い
無
集
配
郵
便
局
と

し
て
引
き
続
き
窓
口
業
務
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

南
光
郵
便
局

　

南
光
郵
便
局
が
実
施
し
て
い
る

郵
便
物
の
配
達
及
び
取
り
集
め
、

為
替
貯
金
と
簡
易
保
険
の
集
金
事

務
な
ど
の
外
務
業
務
は
佐
用
郵
便

局
が
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
南
光
郵
便
局
は
外
務
業

務
を
行
わ
な
い
無
集
配
郵
便
局
と

し
て
引
き
続
き
窓
口
業
務
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

　

 

　

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
ゆ
う
ゆ
う

窓
口
（
時
間
外
窓
口
）
を
廃
止
し

ま
す
が
、
こ
れ
に
替
わ
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
み
な
さ
ま

に
親
し
ま
れ
る
郵
便
局
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
で
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

佐
用
郵
便
局

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
３
３
０

　
　

上
月
郵
便
局

　
　
　
　
　

☎
86
・
０
０
５
０

　
　

南
光
郵
便
局

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
０
５
０

　
　

三
日
月
郵
便
局

　
　
　
　
　

☎
79
・
２
０
５
０

郵
便
局
が
変
わ
り
ま
す

 

緊
急
物
資
の
確
保
・
供
給
協
定  

を
締
結

　

町
で
は
、
12
月
１
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー

及
び
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
㈱

と
「
災
害
時
に
お
け
る
生
活
物
資

の
確
保
及
び
供
給
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
山
崎
断
層
帯
の
地
震

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
．
０
）
発

生
時
に
は
町
内
全

域
で
震
度
６
強
以

上
と
な
り
、
甚
大

な
被
害
が
予
想
さ

れ
る
な
か
、
全
国

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
つ
団
体
と

協
定
を
結
び
、
緊
急
生
活
物
資
と

供
給
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
で
被

災
者
生
活
の
早
期
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
や
県
に
お
い
て
も
非
常
物
資

の
公
的
備
蓄
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
自
ら

が
被
災
者
に
な
る
こ
と
を
想
定
し

て
、
民
間
業
者
の
流
通
在
庫
備
蓄

に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

町
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
住
家
の

耐
震
補
強
や
家
具
の
転
倒
防
止
な

ど
減
災
の
対
策
を
行
う
と
と
も

に
、
各
家
庭
で
も
災
害
発
生
後
３

日
分
の
緊
急
物
資
を
備
蓄
し
て
お

く
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

町
で
は
、
町
内
の
浸
水
想
定
区

域
や
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
、
避

難
場
所
な
ど
を
掲
載
し
た
佐
用
町

防
災
マ
ッ
プ
を
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

  

　本年１月４日から自動車運転免
許証の更新時及び再発行時にＩＣ
カード化が開始されました。

ＩＣカード化による
　　　主なメリット 
 ○偽造・変造防止
  偽造された自動車運転免許証を悪
用して、第三者になりすまし、携
帯電話の契約や、預貯金口座の開
設を行い、これらを別の犯罪に利
用する事件などが多数発生してい
ますが、自動車運転免許証に内蔵
されるＩＣチップに免許証の記載
事項を記録することによって、偽
造変造の防止対策が図られます。
○プライバシーの保護
　本籍は、免許行政に必要なもの
で、記載事項から削除し、ＩＣチッ
プのみに記録することにより運転
免許保有者のプライバシーが保護
されることとなります。

■お問い合わせ
　　佐用警察署
　　　　　☎８２- ０１１０

運転免許証が
ＩＣカード化

安 

全
・
安 

心  

情  

報

安
全
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
情
報

　

平
成
1�
年
10
月
か
ら
の
民
営
・
分
社
化
に
向
け
て
、
窓

口
業
務
と
集
配
業
務
を
切
り
分
け
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
ま
す
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１
月
21
日
、
町
消
防
団
三
日
月

支
団
と
町
消
防
本
部
は
、
田
此
日

限
地
蔵
尊
で
合
同
消
火
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
貴
重
な
文
化
財

を
火
災
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
文
化

財
防
火
デ
ー
（
１
月
26
日
）
に
あ

わ
せ
て
実
施
し
た
も
の
で
、
今
年

は
、
地
蔵
盆
で
お
な
じ
み
の
田
此

日
限
地
蔵
尊
が
火
災
と
の
想
定
で

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
田
此
日
限
地
蔵
尊
は
、
昭

和
44
年
に
火
災
で
焼
失
し
た
こ
と

が
あ
る
だ
け
に
、
参
加
し
た
三
日

月
第
１
、
第
２
機
動
分
団
は
、
本

番
さ
な
が
ら
の
素
早
い
動
き
で
放

水
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
、
江
川
地
区
で
佐
用

警
察
署
、
町
消
防
署
の
協
力
の
も

と
、
江
川
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
中

心
に
、
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
第
２
学
期
の
終

業
式
の
あ
と
、
江
川
小
学
校
児
童

に
よ
る
鼓
笛
隊
に
続
い
て
、
江
川

保
育
園
児
、
地
域
ふ
れ
あ
い
の
会

な
ど
が
江
川
小
学
校
周
辺
で
、
防

火
を
呼
び
か
け
る
パ
レ
ー
ド
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

児
童
を
代
表
し
て
茅
原
妙
さ
ん

（
東
中
山
）
が
、「
私
た
ち
江
川
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
火
の
用
心
を

す
る
子
で
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
、
参
加
者
全
員
で
防
火
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

 　

平
成
18
年
の
佐
用
町
内
の
火

災
・
救
急
の
発
生
状
況
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

《
火
災
は
２
件
減
少
》

　

火
災
件
数
は
16
件
で
、
前
年
と

比
較
し
て
２
件
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　

火
災
種
別
に
み
る
と
建
物
火
災

11
件
、
林
野
火
災
１
件
、
車
両
火

災
１
件
、
そ
の
他
火
災
３
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
別
で
は
佐
用
地
域
６
件
、

上
月
地
域
４
件
、南
光
地
域
４
件
、

三
日
月
地
域
２
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

出
火
原
因
は
、
焼
却
火
５
件
、

不
明
火
２
件
、
そ
の
他
９
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

《
救
助
件
数
は
大
幅
な
減
少
》

　

救
助
件
数
は
14
件
で
、
前
年
の

19
件
と
比
較
し
て
５
件
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

事
故
種
別
に
み
る
と
、
交
通
事

故
で
の
出
動
が
11
件
と
最
も
多
く

全
体
の
79
㌫
に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
救
急
は
過
去
最
多
》

　

救
急
件
数
は
７
７
９
件
で
、
前

年
と
比
較
し
て
32
件
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

事
故
種
別
に
み
る
と
、
急
病

４
３
９
件
、一
般
負
傷
１
１
０
件
、

交
通
事
故
76
件
、
そ
の
他
１
５
４

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

搬
送
人
員
は
７
６
３
人
で
、
町

民
の
28
人
に
１
人
が
救
急
車
を
利

用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
搬
送
人
員
の
う
ち
全
体

の
63
㌫
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

占
め
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

消
防
署

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
８
７
２

平
成
18
年　
《　

火
災
・
救
急
・
救
助　

》　

の
ま
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

―
  

救
急
件
数
は
過
去
最
多  ―

      火災件数の推移
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田
此
日
限
地
蔵
尊
で
消
火
訓
練

江
川
地
区
で
防
火
パ
レ
ー
ド

元気に演奏しながら防火を呼びかけました熱のこもった訓練
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ノロウイルス感染症
　昨秋から爆発的にノロウイルスによる集団感染が報告され
ています。年間に約 3 万人が食中毒になり、その内の３割 ( ９千
人 ) がノロウィルスによるもので、食中毒の原因のトップで
す。
　今回は、食中毒を引き起こすノロウィルス感染症についてお話します。 
◆主な症状 
　潜伏期間は 1 ～ 2 日で、激しい吐き気や嘔吐、腹痛、下痢（水様便）、発熱
などの症状が出現します。この症状は１～ 2 日で治まりますが、乳幼児や高齢
者は脱水症状を起こすこともあります。症状が治っても 2 週間ほどは便の中に
ウィルスが含まれているので注意が必要です。 
◆治療法 
 　ノロウィルスに対する抗ウィルス薬はありませんので、十分な水分摂取と安
静が必要です。下痢による脱水症状がひどい場合は、入院や点滴の処置が必要
になります。
◆感染はどうやっておこるの？ 　

（１）感染した人の下痢便や吐物に触れた手指からウイルスが口に入る場合。 
（２）感染した人が不十分な手洗いで調理した食品を食べた場合。
（３）カキやシジミなどの二枚貝を、生や不十分な加熱調理で食べた場合。 
（４）空中に浮遊したノロウイルスの粒子を吸い込んだ場合（飛沫感染）。
◆注意すること 
　ノロウイルスは乾燥すると容易に空中に漂い、これが口に入って感染するこ
とがあるので、吐物や下痢便は乾燥させないことが感染防止に重要です。
①処理する人は、ゴム手袋、マスクを着用し、それ以外の人はその場から離れる。
②拭き取った雑巾・タオルなどは、ビニール袋に入れて密封して捨てる。
③汚れた衣類は、そのまま洗濯せず一度消毒してから他の衣類とは別に洗濯す
　る。
◆消毒剤
　消毒は、エタノールや逆性石鹸は効果が無く、塩素系消毒剤（漂白剤など）
を使用します。
　－消毒剤の作成方法－
　塩素濃度が 0.05 ～ 0.1％になるようします。市販の塩素系の消毒剤の多くは
約５～６％ですので、50 ～ 100 倍に薄めて使用します。目安としては、500 ｍｌ
のペットボトル 1 本分の水に対し、ペットボトルのキャップ１～２杯分の消毒
剤を入れます。（商品によっては塩素濃度が異なるため注意してください）
◆予防方法
①手洗い・うがいを徹底し、混雑した場所には出かけない。外出時はマスクを
　着用する。
②カキなどの二枚貝を調理するときは、中心部まで十分に加熱する。なお、生
　食用のものは期限内に食べる。 
③下痢や嘔吐の症状がある場合は、できるだけ学校や仕事を休み、２次感染を
　防止する。 
④トイレの消毒を頻繁に行い、タオルの共用は避ける。
⑤発病している人の入浴は、最後にする。

救命士からの

ワンポイントアドバイス
今回は

「ノロウイルス感染症」について

　

ま
だ
ま
だ
コ
タ
ツ
、
ス
ト
ー
ブ

な
ど
の
暖
房
器
具
が
必
要
な
季
節

で
す
。

　

今
年
も
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
春
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
春
と
秋
の

年
２
回
行
わ
れ
る
こ
の
運
動
で

す
が
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
知
っ
て
い
る
か
た
も
知
ら
な

い
か
た
も
、
こ
れ
を
機
会
に
防
火

に
つ
い
て
少
し
勉
強
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な

い
火
で
す
が
、
使
い
方
を
誤
れ
ば

大
切
な
命
や
財
産
を
失
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
自
分
の

家
は
大
丈
夫
」「
火
事
に
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
」な
ど
と
過
信
せ
ず
、

毎
日
の
火
の
元
点
検
を
習
慣
づ
け

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
宅
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
次
の
７
つ
の
項
目
を
挙
げ

ま
し
た
。
ご
家
族
で
一
度
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
か

　

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す

　

る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎

　

製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

　

す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署　
　

☎
82
・
３
８
７
２

春
の
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
）

　
　
「
消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の
心
の　

注
意
の
火
」
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と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

お
は
な
し
会　

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

５
歳
以
上
の
子
ど
も

●
２
月
の
お
は
な
し　

　
　
『
袋
の
な
か
の
男
の
子
』

●
そ
の
他　

申
込
不
要

　　　　　　　

　　　　　　　　　　佐用郡佐用町佐用２５８５
　　　　　　　　　　佐用町立図書館
　　　　　　　　　　　　☎８２- ０８７４
　　　　　　　　　　　　FAX ８２- ０３１３
　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　toshokan@town.sayo.lg.jp
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.toshokan.town.sayo.lg.jp

　2 月　February　如月 　       ３月　March　弥生
　日 月 火 水 木 金 土      日 月 火 水 木 金 土
　   　　　　 １ ２ ３　　　   　　　　 １ ２ ３
　４ ５ ６ ７ ８ ９ 10　　　４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
  11 12 13 14 15 16 17      11 12 13 14 15 16 17
  18 19 20 21 22 23 24      18 19 20 21 22 23 24
  25 26 27 28　　　　  　　 25 26 27 28 29 30 31 
                        

家
庭
教
育
講
演
会

    

『
子
育
て
・
親
育
て
』
よ
り

 

（
講
師　

ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
ひ
ょ
う
ご

　
　
　
　
　

事
務
局
長　

栗
木　

剛
氏
）

　

『
特
に
、
小
学
校
の
高
学
年
か

ら
中
学
生
の
頃
は
、
何
か
話
を

し
た
そ
う
な
の
に
、
尋
ね
る
と

「
べ
つ
に
～
」
と
言
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
べ
つ

に
あ
る
ん
や
で
！
子
ど
も
が
話

を
し
に
来
た
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ

ず
、
子
ど
も
の
得
意
な
こ
と
か

ら
聞
い
た
り
し
て
、
い
ろ
ん
な

話
を
し
て
、
日
頃
か
ら
、
子
ど

も
の
学
校
で
の
様
子
や
学
校
や

学
級
の
出
来
事
を
把
握
し
て
お

く
こ
と
や
、
子
ど
も
の
友
達
関

係
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
。

そ
う
す
れ
ば
、
子
ど
も
は
親
に

話
し
た
い
と
き
に
本
題
に
入
れ

る
か
ら
、
話
そ
う
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
親
同
士
が
情
報
交

換
で
き
る
関
係
を
作
っ
て
お
き
、

子
ど
も
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
い
じ
め
や
自
殺
の
芽
を
摘

み
取
っ
た
り
、
出
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
少
し
で
も
出
来

る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
小
さ
い
う

ち
か
ら
話
を
し
た
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
経
験
を

さ
せ
て
お
か
な
い
と
、
大
き
く

な
っ
て
か
ら
も
、
う
ま
く
し
ゃ

べ
れ
な
い
し
、
自
分
の
気
持
ち

を
言
葉
で
う
ま
く
表
現
で
き
な

く
な
る
。
何
事
も
さ
せ
た
り
、

見
せ
た
り
し
て
、
体
験
さ
せ
て

お
く
こ
と
が
、
子
ど
も
が
生
き

る
力
を
身
に
つ
け
る
上
で
大
事

な
事
で
は
な
い
か
。

　

高
校
生
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ
て
く

る
が
、
少
な
く
と
も
、
子
ど
も

が
小
学
生
か
ら
中
学
生
の
間
は
、

親
は
、
子
ど
も
の
前
で
う
そ
を

つ
い
た
り
、
ご
ま
か
し
た
り
し

て
は
い
け
な
い
。
子
ど
も
に
そ

ん
な
こ
と
を
し
て
ほ
し
く
な
い

な
ら
、
言
っ
た
こ
と
は
親
自
身

も
守
り
実
行
す
る
。
そ
う
し
な

い
と
、
子
ど
も
は
親
を
信
用
し

な
く
な
り
、
親
に
話
そ
う
と
思

わ
な
く
な
る
』

　

こ
れ
は
、
先
生
の
話
さ
れ
た

内
容
の
一
部
で
す
が
、
先
生
の

体
験
を
も
と
に
、
お
話
を
さ
れ

る
の
で
、
わ
か
り
や
す
く
、
共

感
で
き
る
内
容
で
、
と
て
も
実

の
あ
る
講
演
会
で
し
た
。
子
育

て
は
、
家
庭
で
の
親
子
の
か
か

わ
り
と
地
域
の
方
々
と
の
つ
な

が
り
が
大
切
で
す
ね
。

　

ぜ
ひ
、
今
後
の
子
育
て
の
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ
）

★
お
問
い
合
わ
せ

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

   

☎
82
・
４
１
０
８

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

      　

  

☎
86
・
１
１
５
３

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

ママプラザ
　　　だより

お
り
が
み
教
室

●
日
時　

２
月
24
日(

土)

　
　
　
　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

●
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
会
議
室

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
２
月
の
お
り
が
み　

　
　
「
く
ん
く
ん
わ
ん
わ
ん
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

  

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

　 

２
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

17
日(

土
）
で
す
。

図書館だより●世界の子どもの図書展●
　
　国境や言葉を越えて、子どもたちに本を手渡す仕事を
してきたＩＢＢＹ（国際児童図書評議会）のメンバーが
選んだ１６６点の海外の児童書を展示します。
　世界４７カ国から日本に届いた本は、どれも手にした
らページを繰らずにはいられない未知の魅力にあふれて
います。この機会に様々な国の本を手にしてみませんか。
●日時　２月２４日（土）～３月４日（日）
　　　　　　　　　 午前１０時～午後５時３０分まで
　　　　　　　　　※最終日のみ午後５時まで
●場所　さよう文化情報センター　ギャラリー
●展示内容　
　①国際アンデルセン賞２００４年度受賞者作品２６点
　②ＩＢＢＹオナーリスト
　　（世界４７カ国から推薦された本）１４０点
　　（文学作品 54 点・翻訳作品 42 点・イラストレーション作品 44 点）
●その他　入場無料
　期間中、４大陸（アジア・アフリカ・アメリカ・ヨーロッ
　パ大陸）の特別おはなし会を開催します。
　〈２月 24 日（土）、25（日）、３月３日（土）、４日（日）    
　それぞれ午前 11 時～ 11 時 30 分〉
●お問い合わせ　　図書館　☎８２- ０８７４



�1

2007/ ２月号

●大人向けの本
　手にとるようにウェブ世界がわかる本　－次世代ネッ
　　　ト社会が見えてくる！　   近藤静雄／著　かんき出版
　役行者　－修験道と海人と黄金伝説
  　　　　　　　　　　　   前田良一／著　日本経済新聞社
　るるぶ兵庫　’ ０７－神戸　姫路　但馬
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＪＴＢパブリッシング
　信玄の戦略　－組織、合戦、領国経営 
　　　　　　　　　　   柴辻俊六／著　中央公論新社
　歴史街道ウォーキング   兼田由紀夫／著　ウェッジ
　ええ加減にしなはれ！アメリカはん 
　　　　　　　　　　　   米谷ふみ子／著　岩波書店
　妻も夫も知っておきたい熟年離婚と年金分割 
　　　　　　　　　　   柴田崇裕／著　総合法令出版
　テクニカル分析＆キャリートレードで儲けるＦＸ
　　－チャートがわかれば、より勝ちやすくより負けづら
　　くなる！　　　　 山根亜希子／著　明日香出版社
　こんな時、あなたの保険はおりるのか？　－生命保
　　険から、自動車保険、レジャーの保険まで充実のＱ＆
　　Ａ８５問　　　　　 清水香／著　ダイヤモンド社
　助けられ上手さん　－介護を受けるあなたが主役
 　　木原孝久 / 著　認知症介護研究 ･ 研修東京センター

　教育貧民　－減収増税時代でも減らない「教育費」事情

　　　　　　　　　　　　   畠中雅子／著　宝島社
　なぜ僕は理科を好きになったのだろう？
  柳田理科雄／著　集英社インターナショナル
　自分でわが家を作る本。　－セルフビルドは思ったより
　　  簡単でした！　　　　　　　氏家誠悟／著　山海堂
　余り毛糸で編む小物４０点　－モチーフ使いの「ウォー
　　  ムビズ」小物　　　　　　　　　　　   ブティック社
　自家製干物の作り方　－おいしい！簡単！誰にでもすぐで
　　  きる！　　 倶楽部ひょっとこ／編　日東書院本社
　元気なまちのスゴイしかけ　－地域経済を活性化する全
　　  国２４の実例に学ぶ　佐々木陽一／編　ＰＨＰ研究所
　木彫講座　１～１２, 別巻１ 
 　　　　　　　　　　　  渡辺一生／著　日貿出版社
　ソ連監獄日記　－冤罪政治囚・日本人外交官の獄中ノート 
　　　　　　　　　　　　   高橋清四郎／著　彩流社
　軍師の死にざま　　   池波正太郎ほか／著　作品社
　エスケイプ／アブセント　   絲山秋子／著　新潮社
　オイディプス症候群　　　　   笠井潔／著　光文社
★ふれていたい 　　　　　  小手鞠るい／著　求竜堂
■蝶か蛾か　　　　　　 　  大道珠貴／著　文芸春秋
▲松浦静山夜話語り　   童門冬二／著　実業之日本社
　カーライルの家   　  安岡章太郎／著　講談社
　猫下宿　　　　　　　　  吉田和正／著　駒草出版
　６０歳、生きかた下手でもいいじゃない
　　　　　　　　　　　  今井美沙子／著 　岩波書店
　ぼくはいくじなしと、ここに宣言する
　　　　　　　　　　　　　　　   森毅／著　青土社
　熱血ポンちゃん膝栗毛　       山田詠美／著　新潮社
　再起　　　   ディック・フランシス／著　早川書房
▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

新着図書案内
H18.12.11 ～ H19.1.10 受け入れ分の一部

        　

行
動
や
思
考
、
情
動
な
ど
、
私

達
が
意
識
し
な
が
ら
行
う
全
て
の

こ
と
は
、
私
達
の
脳
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

昨
年
11
月
に
テ
ク
ノ
の
県
立
先

端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
で
、
東
北

大
学
加
齢
医
学
研
究
所
の
川
島
隆

太
教
授
の
「
脳
を
鍛
え
る
」
と
題

し
た
講
演
を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。

　

川
島
教
授
の
研
究
成
果
に
よ
る

と
、
最
先
端
の
脳
研
究
手
法
で
あ

る
「
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
」
の

研
究
成
果
か
ら
、
日
常
生
活
の
中

で
、
誰
で
も
確
実
に
、
か
つ
簡
単

に
前
頭
前
野
を
活
性
化
す
る
方
法

と
し
て
次
の
三
つ
の
原
則
が
あ

る
、
と
の
こ
と
で
す
。

①
読
み
書
き
計
算

　

計
算
は
不
思
議
な
こ
と
に
、
や

さ
し
い
計
算
の
ほ
う
が
、
複
雑
で

考
え
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
計
算

よ
り
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
が

高
く
、
声
に
出
し
て
読
む
、
手
で

書
く
こ
と
が
良
い
（
パ
ソ
コ
ン
は

ダ
メ
）、
簡
単
な
計
算
な
ど
を
毎

日
す
る
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

誰
か
と
（
目
と
目
、
顔
と
顔
を

合
わ
せ
て
）
話
を
し
た
り
、
一
緒

に
何
か
行
動
を
し
た
り
す
る
こ
と

が
前
頭
前
野
を
大
い
に
活
性
化
さ

せ
る
。

　

テ
レ
ビ
、
電
話
、
ビ
デ
オ
な
ど

は
脳
を
休
憩
さ
せ
、
脳
を
不
活
発

化
さ
せ
る
。

③
手
指
を
使
っ
て
何
か
を
作
る

　

例
え
ば
、
調
理
、
楽
器
演
奏
、

絵
を
描
く
、
手
芸
、
陶
芸
な
ど
。

　

以
上
、
三
つ
の
方
法
で
毎
日
学

習
を
行
う
と
前
頭
前
野
の
機
能
が

よ
り
高
ま
り
、
脳
が
若
返
っ
て
い

く
こ
と
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
確
定
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
認
知
症
予
防
に
少
し
展
望

が
開
け
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
、
今
か
ら
で
き
る
こ

と
を
継
続
し
て
実
行
し
ま
し
ょ

う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
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・
８
０
２
０

■
■
■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信(

第
８
回)

   

認
知
症
予
防
の
可
能
性
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健　康
ＨＥＡＬＴＨ

南光歯科保健センター
◆受　付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時３０分から午後５時まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

　町では、平成 19 年度から社会福祉協議会に委託して、町内の
単位老人クラブを対象とした高齢者の生きがいと健康づくり事業

『体験デイサービス』を実施する準備を進めています。
　この事業は町内の入浴施設（みどりの健康舎ゆうあいいしい・
佐用地域福祉センター・笹ケ丘荘・けんこうの里三日月）４会場
において、親睦を深めながら生きがいや健康について体験してい
ただくことにしています。
　町内の歴史や民話を通じて新しい町を知っていただいたり、
ゲームや手品などで楽しんでいただいたり、また健康体操など
の実践やちょっとした生活の知恵など、
町民のみなさまの特技を生かして『体
験デイサービス』を盛り上げていただ
くかたを求めています。自薦他薦を問
わずどなたでもご応募してください。
　なお、ご披露していただける内容に
もよりますが、１回あたり１～１．５時
間を予定しています。
■お申し込み・お問い合わせ　
　　　　　健康課☎８７- ８０２０　及び各地域事務所

「体験デイサービス」ボランティア講師を募集します

　
　
　高脂血症は、それ自体は症状のない病気ですが、そ
の後ろに待ち構えている「高血圧」、「動脈硬化」と深
く関係し、「脳梗塞」や「心筋梗塞」といった怖い病
気を招く恐れがあります。
　高脂血症は、８割以上が生活習慣に関連した原因が
重なって発症してきます。
　ではその原因は大まかにどんなことがあるかという
と、遺伝的な素因のほかに、過食、高脂肪食、運動不
足などの悪い生活習慣や、それによる肥満があげられ
ます。高脂血症を防ぐにはまず、食事に心を配る生活
が大切です。

高脂血症を防ぐための食生活
１．偏らず「栄養バランスのよい食事」をとる
２．摂取総エネルギー量を抑えて、適正な体重を保つ
３．飽和脂肪酸（おもに獣肉類の脂肪）１に対して不
　　飽和脂肪酸（おもに植物性脂肪や魚の脂）を１．５
　　～２の割合でとる
４．ビタミンやミネラル、食物繊維もしっかりとる
５．高コレステロールの人は、コレステロールを多く
　　含む食品を控える
６．中性脂肪が高い人は、砂糖や果物などの糖質と、
　　お酒を減らす

コレステロールを上げる食品・下げる食品
　食品中のコレステロールというと、コレステロール
を多く含む食品ばかりを気にしがちですが、体内のコ
レステロールを増やしやすい食品もあるので、それを
避けることはもっと大切です。
　血中のコレステロールを増やす食品として明らかに
なっているのが、飽和脂肪酸です。逆に体内のコレス
テロール値を下げる働きをするのは、不飽和脂肪酸を
多く含む食品です。
　下げる食品　　　　　　　上げる食品

　さあ、できることから始めて、生きることに欠かせ
ない食事とうまく付き合い、適度な運動をとり入れ健
康長寿であり続けましょう！

数値が年々増えてませんか？　コレステロール・中性脂肪

★献血のお願い★

２月   ７日（水）

　　  9:30 ～ 12:00　役場本庁
　　13:30 ～ 15:30　佐用共立病院

２月 23 日（金）

　　 9:30 ～ 11:00　役場上月支所
　　12:00 ～ 12:45　㈱棚澤八光社
　　14:30 ～ 15:30　播州ケミカル㈱
■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７- ８０２０

積極的にとることをお
すすめしますが、油や
果物はとりすぎに注意
してください。大豆・
大豆製品・野菜・果物・
青魚・海草・植物油な
ど

少量でも体内のコレス
テロールを増やしやす
いので注意が必要。肉・
バター・洋菓子・ポテ
ト チ ッ プ ス・ チ ョ コ
レート・インスタント
ラーメンなど
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　寒さがまだまだ続きますね。こんな時期は、温かい
お湯にゆっくりつかって体を温めたいですよね。しか
し、この寒い時期には入浴中の事故が多く、命にかか
わることもありますから、注意が必要です。
　広報さよう１２月号「救命士からのワンポイントア
ドバイス」で冬場の入浴について紹介がありましたが、
その中からいくつかのポイントについてさらに詳しく
お伝えします。
　気持ちのよい入浴も、入り方を間違えると、脳卒中
や心筋梗塞などの病気を招くことがあります。入浴中
の事故によって救急搬送された人数をみると、年間を
通して１１月～３月が多く、まだまだ気の抜けない時
期が続きます。そして、そのほとんどが高齢者です。
高齢者の他にも高血圧などの病気のある人は安全な入
浴方法を心がけましょう。寒い時期に事故が多いのは、
暖房の効いた部屋→寒い脱衣所や浴室→熱い湯といっ
た「温度差」が大きな原因と考えられます。他に「水
圧」にも注意が必要です。
　安全に入浴するために、次のようなことを心がけま
しょう。
水分補給　入浴の前後にコップ１杯の水を飲み、血液
　粘度の上昇を防ぐ。
脱衣所や浴室などを暖める　脱衣所を暖房する。浴室
　の壁に温かいシャワーをかけてから、シャワーで湯
　を入れると浴室が暖まる。入る前に浴槽のふたを開
　けておくのもよい。

・体を湯に慣らす　湯に入る前に、浴槽の湯よりやや
　低い温度のシャワーを手足からかけ始め、最後に上
　半身にかけ、体を徐々に湯に慣らす。浴槽の熱い湯
　でかけ湯をすると、急に血圧が上がることがある。

・浴槽への出入りはゆっくりと　転倒しないように、
　浴槽のへりにいったん腰かけ、ゆっくりと片足ずつ
　湯に入る。出るときも、同じように浴槽のへりに腰
　かけて出る。急に立ち上がって出ると、水圧の影響
　がなくなることによって急に血圧が下がり、立ちく
　らみを起こすこともあるので、姿勢を低くし、ゆっ
　くり出る。

・半身浴　みぞおちのあたりまで湯につかる。肩まで
　つかる全身浴より半身浴のほうが、水圧による心臓
　への負担が少ない。

・ぬるめの湯　熱い湯に入ると血圧が上がるので、湯
　の温度は 38℃～ 41℃のぬるめにする。高齢者は熱
　さを感じにくくなっているので、風呂用の温度計を
　使って確認するとよい。

・長くても 20 分まで　湯に入っている時間は、長く
　ても 20 分までとする。風呂用の時計を使うと長湯
　を防ぐことができる。

・ふたを目の前に置いておく　湯につかっている間、
　浴槽のふたを目の前に置いておくと、万一意識を
　失ったときでも、ふたが体を支え、おぼれるのを防
　ぐことができる。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

　２月行事カレンダー
●こころのケア相談（一般）（予約制）
　　８日（木）13:00 ～ 15:00
●酒害相談　　　　　　　
　　８日（木）13:00 ～ 15:00
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　13 日（火）13:30 ～ 15:30　
●専門的栄養相談（予約制）
　　20 日（火）10:00 ～ 11:30　
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　22 日（木）13:30 ～ 15:30
●思春期精神保健相談（予約制）
　　27 日（火）14:00 ～ 16:30
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )
　　28 日（水）13:00 ～ 16:00　
　※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
●まちの保健室
　　24 日（土）13:30 ～ 16:30
　※場所はさよう文化情報センター
■お問い合わせ　佐用健康福祉事務所 
　　　　　　　　　　☎８２- ２６２１

さむ～い時期の安全なお風呂の入り方

★すくすく健康相談（平成 18 年８月生まれ）
　　２月  ９日（金）13：30 ～
★ヨチヨチ健康相談（平成 18 年２月生まれ）
　　２月 16 日（金）13：30 ～
★１歳６カ月児健診
　　　（平成 17 年６月～平成 17 年７月生まれ）
　　２月 20 日（火）13：00 ～
★４カ月児健診（平成 18 年 10 月生まれ）
　　２月 26 日（月）13：00 ～
★ぱくぱく離乳食教室
　　　　　　　　（７ヵ月児～１歳６ヵ月児未満）
　　３月  ２日（金）13：30 ～
★０歳児クラス（２ヵ月～１歳未満）
　　３月  ５日（月）10：00 ～
★すてきなママになる教室（現在妊娠中のかた）
　　１回目   ３月   ５日（月）9：30 ～
　　２回目　3 月 26 日（月）9：30 ～　　
　※いずれも場所は上月保健福祉センター
★２歳児教室
　　　（平成 17 年１月～平成 17 年２月生まれ）
　　２月 19 日（月）10：00 ～
　※場所は南光歯科センター
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まち の
　　話 題

　１月６日、三日月青少年健全育成活動委員
会主催の第３４回三日月新春たこあげ大会
が、西播磨総合庁舎南側広場で行われました。
　当日は天候にも恵まれ、町内はもとより遠
くは太子町から家族連れなど約１００人が参
加し、三日月保育園年長児が絵付けした大だ
こや自慢の手作りのたこなどを一斉に大空に
揚げ、形や高さを競い合いました。なお、入
賞者は次のとおり（敬称略）

【個人の部】最優秀賞　山川　 優（上町）　優秀賞　山川良太郎 （上町）
高くあがったで賞　小林俊朗（上町）　アイデア賞　水鳥保子（新町）　
努力賞　木村衣織 （三日月上）　大きいで賞　三日月保育園　

【保育園児の部】高くあがったで賞　垣谷浩太郎 （大酒）　山根慈香（本位
田甲）　岡田枝里香 （弦谷）　

天高く舞い上がれ　―三日月新春たこあげ大会―

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　１月１６日に兵庫県公館で、
県優秀教職員表彰式が行われ、
中安小学校教員田中典子さん

（大船）が受賞されました。
　これは、学校教育活動におい
て、他の模範となる優れた取り
組みを行い、特に顕著な成果を
挙げられた教職員に贈られるも
のです。

　  田中先生は、県立教育研修所
の研修講座「国語教育」「指導と評価」の講師を、また、
県下の小学校の校内研修会の講師を務められ、郡小中
学校教育研究指導員として国語科教育の向上に寄与さ
れています。
　「子どもたちがいてはじめて実践できることであり、
諸先輩、同僚、地域のみなさん、保護者のみなさんの
支え、協力のおかげで受賞できました。喜びとともに
責任も増して、ますます学校教育活動に情熱を持って
取り組んでいきたい」と話されました。

田中典子さんが県優秀教職員表彰を受賞   －国語科教育の研究－
　このほど、兵庫県昆虫館長
の内海功一さん（船越）がと
もしびの賞を受賞されました。
　これは、郷土の歴史と自然
の調査、研究に功績のあるか
たに贈られるものです。
　内海さんは、昭和４８年に
県昆虫館長に就任。同年発会

の千種川生物研究会の代表となられ、３３年間継続し
て千種川の科学的、生物的な生態調査研究を行い、学
校教育の向上に寄与されました。また、  旧南光町の町
広報紙「ふるさとの自然」コーナーで２４０回の連
載、１４年間にわたり防災行政無線でふるさとの自然
について情報提供されました。また、南光町史の発行
にも寄与されました。内海さんは、「これまでの取り
組みが、環境整備の考え方を変えたと思う。環境問題
では、昆虫、川の生物など、自然が良い環境を教えて
くれる。この取り組みに生きがいを感じて取り組んで
きてよかったと思います」と話されました。

内海功一さんがともしびの賞を受賞 ―郷土の歴史・自然を研究―

　このほど、佐用中
学校事務職員の加藤
政 男 さ ん（ 口 長 谷 ）
がゆずりは賞を受賞
されました。
　これは、学校教育
や社会教育などの分
野で、多くの人々の
模範となるような行
為や有益な研究・発明をしたかたに贈られるものです。
　加藤さんは、第６回全国障害者スポーツ大会（のじ
ぎく兵庫大会）卓球男子一般で金メダルを獲得された
ことに対しての受賞です。

加藤政男さんがゆずりは賞を受賞   ―のじぎく兵庫大会金メダル―

たくさんのたこが大空へ

　１月１１日町長室で、
木村博至さん（福沢）に
法務大臣からの感謝状が
伝達されました。
　これは、４期１２年に
わたり人権擁護委員とし
てご活躍されたことに贈
られたものです。木村さ
んは「相談内容は、いろ
いろなケースがあり、どこまで踏み込んでいけるのか
が非常に難しい。とにかく話を聞くことが大切だと思
います」と話されました。

木村博至さんに感謝状を贈呈       ― 人権擁護委員を退任 ―

　長い間ありがとうございました 　町長、教育長とともに

兵庫県昆虫館の前で　

　町教育長室で
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　 １ 月 ６ 日、 町 の ボ ラ ン
ティアグループ（南光ふれ
あい基金、佐用・星都づく
り協議会、ホルモンうどん
くわせ隊など）の２３人が、
阪神・淡路大震災の犠牲者
の鎮魂を願う「１．１７Ｋ

ＯＢＥに灯りを」にともされる竹筒の灯ろう１，５００
本を作りました。
　作成された竹筒灯ろうと、井圡香代子さん（金屋）
が折られた約３千羽の千羽鶴が１月１０日に神戸に届
けられ、１月１７日の追悼行事で犠牲者の鎮魂の火が
ともされました。
　

犠牲者の鎮魂を願い竹筒灯ろうづくり

 作業に力がはいります

　第４９回正月短
期 里 子 受 託 式 が
１ ２ 月 ２ ８ 日 に、
また、その解除式
が１月４日に役場
第２庁舎で行われ、
３ つ の 施 設 か ら
１ １ 人 の 子 ど も た
ちが、１２月２８日から１月４日までの８日間、里親
の町内９家庭で楽しい年末年始を過ごしました。子ど
もたちは、両手にいっぱいのおみやげと、胸いっぱい
の楽しく温かい思い出を持ち帰りました。
　なお、今回里子を受け入れられたのは、次のかたが
たです。（順不同・敬称略）
森田正（青木）奥林勝（庵）川端勝一郎（宗行）船曵
貞行（春哉）名坂登（円応寺）飛岡和弘（土井）樫本
雅之（樫ケ渕）祐保明美（判官）中村肇（中上月）

　温かいお正月を過ごしました

たくさんの思い出を胸に　　   －正月短期里子－

　１２月２１日に、佐用中
学生有志のボランティアと
日赤奉仕団佐用支部（春江
照子会長）のメンバーが、
寒空のもと、養護老人ホー
ム「佐用朝霧園」と県立特
別養護老人ホーム「朝陽ヶ

丘荘」の窓拭きと草取りなど、新年を迎える準備とし
て奉仕活動を行いました。
　恒例のこの奉仕活動は、３年前から合同で実施して
いるもので、たくさんのボランティアのみなさんのお
かげで、窓はピカピカになり、気分も晴れやかになり
ました。施設利用者のかたから「きれいになった、あ
りがとう」と声を掛けてもらい、少し照れながらもさ
わやかな汗を流していました。今年初めて参加した川
本和歩君・岡田貴樹君（２年）は、「家では、させら
れているけれど今日は楽しい。来年もぜひ、参加した
い」と、笑顔で話してくれました。

窓も心もピッカピカ !!  －佐用中学生と日赤奉仕団が奉仕活動－

　一生懸命です

　 １ ２ 月 １ ５ 日 に、
利 神 小 学 校 ３ 年 生
１４人が、長谷のふ
れあい加工場で大豆
収穫祭を行いました。
　これは、総合学習
の一環で行っている
もので、生活研究グ
ループほほえみ会と

地域のかたの協力で、あさぎり茶の葉もみや大豆の収
穫、石臼でのきな粉引き、豆もちのもちつきなどを体
験しました。「子どもたちとのふれあいが地域の元気
の源です」とほほえみ会代表の井口美子さん（口長谷）
は話されました。

地域の元気の源です  －利神小学校３年生が大豆収穫祭－

重い杵を振り上げて

　このほど味わいの里三日月で、三日月地区収穫感謝
祭が開催されました。
　この収穫感謝祭は、味わいの里三日月と町内の各直
売施設や商工会が合同で開催したもので、農作物の品
評会と入賞者の表彰、お楽しみ福引、野菜や農産物加
工品の販売、餅まきなどが行われ、多くの人でにぎわ
いました。なお、農作物品評会の入賞者は次のとおり
です（敬称略）
特賞　町長賞　香嶋信夫（徳平）　議長賞　鎌田正三（真宗）
優秀賞　佐用農業改良普及センター所長賞　大林一弘（新宿）
優秀賞　兵庫西農業協同組合長賞　谷口登（徳平）
努力賞　味わいの里三日月賞　　幸田孝美（添谷）
　　　　得平幾雄（乃井野）　上谷ツヤ子（久保）　春江久治（島脇）

にぎわった三日月地区収穫感謝祭

　１月１６日に、株式
会社ファームランド（福
盛正人社長・栄町）か
ら町社会福祉協議会善
意銀行へ４５万円余り
が寄託されました。
　船引浩一町社会福祉
協議会長に、寄託金を
手 渡 さ れ た 福 盛 さ ん
は、「町の福祉関係に
役立ててください」と
話されました。

㈱ファームランドから町社会福祉協議会に寄託金

　　福祉事業に役立てます
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　県選挙管理委員会では、選挙に関
する情報を点字または音声（朗読
テープ）にした「選挙のお知らせ」
を視覚障害のあるかたにご希望によ
り無料配布しています。
■対象となる選挙
　国政選挙、兵庫県知事選挙、兵庫
県議会議員選挙
■ご入用のかたは…
　点字版、音声版とも電話か郵便で、
郵便番号、住所、氏名、ご希望の種
類（点字または音声）を、兵庫県選
挙管理委員会までご連絡ください。

・平成 19 年に執行される兵庫県議
会議員選挙で配布を希望されるかた
は、平成 19 年３月９日（金）まで
にお申し込みください。

・一度申し込まれると、それ以後の
選挙では希望された種類で自動的に
郵送します。（ただし、選挙の種類
によっては、音声版の配布に代えて、
点字版を配布する場合もあります）
■お申し込み・お問い合わせ
　兵庫県選挙管理委員会
　　☎０７８- ３６２- ３１０１

　現在、戦没者などの遺族に対する
第８回特別弔慰金の請求受付を行っ
ています（平成 20 年 3 月 31 日まで）。
　第８回特別弔慰金は、平成 17 年
4 月 1 日現在、ご遺族の中に、公務
扶助料、遺族年金などを受けるかた
がいない場合、最先順位のご遺族（３
親等内）に支給されるものです（額
面 40 万円 10 年償還の国債）。
　これまでに受給されたかたで、ま
だ申請がお済みでないかたは、お早
めに申請をお願いします。
　また、これまでの特別弔慰金受給
者が亡くなられている場合、他のご
遺族が受給できる場合もありますの
で、ご相談ください。
　なお、平成 17 年 4 月 1 日から受
け付けており、既に請求されている
場合は、重ねて請求していただく必
要はありません。
■お問い合わせ　　
　　　　福祉課　☎８２- ０６６１

１月 20 日現在（　）内は前月比

　人　口　２１，４２４人（－４５）
　　　　　男 １０，２２０人   （－２４）
　　　　　女 １１，２０４人   （－２１）

　世帯数　　７，３７２戸（－１０）

　１２月・１月中の移動
      出生 １６人　死亡 ４３人
      転入 ３９人　転出 ５７人

お誕生おめでとう
12 月 11 日から１月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

ちょうみんカレンダー ２月６日～３月 5 日

人のうごき

第８回特別弔慰金

お知らせ
点字及び音声による「選挙
のお知らせ」を無料配布

12 月 11 日から１月 20 日届出分　敬称略

月
日

曜
日 内　　　容 場　　所 時　間

7 水 献血 本紙ｐ 22 をご覧ください
8 木 高年大学南光教室 南光文化センター 10：30 ～

14 水
高年大学三日月教室修了発表会 三日月老人福祉センター 10：00 ～
福祉相談 佐用町地域福祉センター 13：30 ～ 16：00

16 金
所得税・町県民税申告相談 本紙ｐ 5 をご覧ください
ＥＭぼかし講習会 佐用町保健センター 10：00 ～

17 土 住民手づくり芝居 
「カレッジ・オブ・ザ・ウィンド」 本紙ｐ 8 をご覧ください

18 日

21 水
行政相談

役場本庁舎２階相談室

13：00 ～ 15：00
役場上月支所１階相談室
南光文化センター会議室
三日月文化センター

高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～
22 木 高年大学佐用教室 さよう文化情報センター 10：00 ～
23 金 献血 本紙ｐ 22 をご覧ください
23 金 弁護士相談 南光地域福祉センター 13：00 ～ 15：30

3/1 木 南光子ども歌舞伎 3 月公演（伝達式）本紙ｐ 9 をご覧ください
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2007/ ２月号

■募集職種・採用予定人員
　保育士　　　　　　　　若干名
　歯科センター歯科衛生士　１名
　上月小学校給食調理員　　１名
　西はりま天文台事務員　　１名
　笹ケ丘荘接客職員　　　　２名
　朝霧園宿直員　　　　　　１名
■受験資格
　平成１９年 4 月 1 日現在の年齢

が概ね５０歳以下の者（宿直員は概
ね６５歳以下）
■任用期間
　平成１９年 4 月 1 日～
　平成１９年 9 月３０日（更新あり）
　※調理員は、平成１９年 5 月 7 日～
■賃金
　保育士　　　　日額６，３００円
　歯科衛生士　　日額６，５００円
　調理員・事務員
　　　　　　　　日額６，１００円
　接客職員　　　時給  　７８５円
　宿直員　　　　１回８，９２５円
■採用試験
　平成１９年 2 月２８日（水）
　　　　　　　　午後１時～
　作文・面接試験
■応募方法及び受付期間
　履歴書（写真貼付）を２月２７日

（火）までに役場総務課へ提出
■お問い合わせ　役場総務課
　　　　　　　　☎８２- ２５４９

■職種・募集人員　一般事務１人
■受験資格　平成１９年４月１日現
　在満３５歳以下でたつの市（旧新
　宮町域）・上郡町・佐用町に住所
　を有し、パソコン（ワープロなど）
　ができる人
■採用予定・雇用期間
　平成１９年４月１日から
　平成１９年９月３０日（更新あり）
■受付期間　２月２３日（金）～
　　　　　　３月　５日（月）
■受験手続　にしはりま環境事務組
　合に備え付けの受験申込用紙に記
　入し、提出する。
■試験日・場所　申込書提出の際に
　お知らせします
■お問い合わせ
　にしはりま環境事務組合
　　　☎０７９１- ５８- １５００

■勤務内容　新任教員の初任者研修
　にかかる授業補充
■報酬等　
　１時間当たり２，８００円　　　
　　（若干変更の可能性有り）
　　交通費は、支給限度額の範囲で
　　実費支給
■資格　教諭普通免許状の所持者ま

　たは、平成１９年４月１日までに
　取得できる者
■願書受付　平成１９年３月２２日
　（木）までに最寄りの教育委員会
　又は県教育事務所へ必着のこと。
■お問い合わせ　町教育委員会
　　　　　　　　☎８２- ２４２５

■とき　３月２日（金）
　　　　　午後１時３０分～
　　　　　　　午後４時３０分
■ところ　佐用町消防署３階
　　　　　コミュニティ防災センター
■募集人員　　　３０人
　※定員になり次第締め切らせてい
　　ただきます。
■募集期間　２月　１日（木）～
　　　　　　２月２８日（水）
■お問い合わせ　
　　消防署救急救助係
　　　　　　　　☎８２- ３８７２
　今回以外にも、小グループの講習
会や応急手当の講習を随時お受けい
たしますので、ご希望のかたはご連
絡ください。

　総務省では「電気通信サービスモ
ニター」を募集しています。
■対象　満２０歳以上で近畿２府４
　　　　県に在住のかた
■募集人員　１３０人
■内容　年２回のアンケートへの回
　答、モニター会議（年１回・依頼
　者のみ）への出席が主な活動
　回答 ･ 出席者には謝金有
■委嘱期間　本年４月１日から来年
　３月３１日まで
■締め切り　２月１９日（月）
■応募方法　希望者はハガキの裏面
　に住所、氏名、応募動機など必要
　事項をご記入のうえを記入し、表
　面に「モニター希望」と書いて、
　〒 540-8795　大阪市中央区大手
　前１- ５-44 近畿総合通信局情報
　通信部電気通信事業課まで郵送く
　ださい。ホームページ (http://
　www.ktab.go.jp/) からも応募可。
■お問い合わせ　電気通信事業課
　　　☎０６- ６９４２- ８５１８

　

佐用町役場 ( 代表）　      ☎  82-2521
　　　　　　　　　　    FAX  82-0131
福祉課　　　　　　　　☎ 82-0661
総務課　　　　　　　　☎ 82-2549
まちづくり課　　　　　☎ 82-0664
商工観光課　　　　　　☎ 82-0670
農林振興課　　　　　　☎ 82-0667
建設課　　　　　　　　☎ 82-2019
農業共済課　　　　　　☎ 79-2983
教育委員会　　　　　　☎ 82-2425
消防署救急救助係　　　☎ 82-3872
佐用クリーンセンター　☎ 82-0293

今月の
納税

２月２８日（水）です
 　
口座振替日は２月２８日（水）です

　納税は納期限までに！

 固定資産税第４期分
 国民健康保険税第８期分
 介護保険料 ( 普通徴収 ) 第８期分
 の納期限は

募　集

―  今月の納税相談日   ２月１９日（月）―
受付時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時
受付場所：役場第１庁舎　税務課
　災害・盗難・疾病・失業や廃業など
によって納期限までに町税が納められ
ない場合は、納税相談に応じます。
■お問い合わせ　
　　　税務課収納係　８２－０６６２

にしはりま環境事務
組合臨時職員募集

小・中・養護学校の
非常勤職員の募集

佐用町臨時職員募集

普通救命講習会を開催

電気通信サービス
　　　  モニター募集



 広報さよう

 平成 19 年

 2007/ ２月号

　三日月地域づくり協議会初めての事業として、このほ
ど、国道１７９号線と県道上郡三日月線の交差点、新宿
地内市ノ上モニュメント公園が美しいイルミネーション
で彩られました。
　この事業は、平成 16 年から「小さな名所づくり」と
題され、三日月地域の人たちの手で行われてきたもので
す。今回は、商工会青年部の協力を得て電飾がほどこさ
れ、1 月１５日までの約１カ月の間、地域の人たちの目
を楽しませていました。
　地域づくりセンター長の藤木節男さん（乃井野）は「初
めての事業が、まずは成功してよかった。今後も協議会
のメンバーが一致団結して、三日月地域をもりあげてい
きたい」と話されていました。
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　　  わが家のアイドル

「惑星状星雲　カシオペヤ座　IC289」 

　この写真は、惑星状星
雲カシオペヤ座 IC289 と
いう天体をなゆた望遠鏡
で撮影したものです。 
　惑星状星雲は太陽の 0.5
～ 4 倍程度の星が燃えつ
きた、なれの果ての姿で
す。星雲の中心には、白
色矮星（はくしょくわい
せい）と呼ばれる星の芯
が明るく輝いているのが
わかります。星を形作っていたガスは多くが宇宙空間に
放出され、白色矮星から出されるエネルギーで美しい星
雲として輝かされているのです。 
　　　　　西はりま天文台　主任研究員　坂元　誠 

 天文クイズ
　惑星状星雲のいわれは次のうち、どれでしょう。 
　(1) 惑星のなれの果ての姿だから 
　(2) 惑星が作られる過程の姿だから 
　(3) 小型望遠鏡などで見たときに惑星状にみえるから 
　(4) 見ていてわくわくする星雲だから  
先月号のクイズの答え 　
　(2) マイクロレンズ

　宏都は手に負えないほどのやんちゃっ子。でも、妹想
いでとても面倒を見てくれます。未桜は思いどおりにな
らないとすぐ泣くけど、いつでもお兄ちゃんの後を追い
かけていくほどお兄ちゃんが大好き。そんな２人の笑顔
が我が家の宝物です。　　　　　　　パパとママより

まち の
　　話 題

編集・発行 / 佐用町役場　広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  ☎ 0790-82-2521( 代 )

上 月 支 所 ：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南 光 支 所 ：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

 FAX0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

地域の手で「小さな名所づくり」を

　地域に定着してきました

  

白 

金  

宏 

都 

  

白 

金  

未 

桜 

―　お詫びと訂正　―
　１月号のまちの話題の「にぎわう福沢ふれあい収穫
祭」の記事の中に誤りがありましたので、お詫び申し
上げ訂正させていただきます。（敬称略）
　（誤）金賞　山本　肇　→　（正）金賞　山本　登

－三日月地域づくり協議会がイルミネーションを設置－


